
ます。また、私が日本に帰った時は、彼らが

働く現場が近いようだったら様子を見に

行くこともあります。一生懸命にがんばって

いる姿を見ると、「本当によかった」と心

からうれしくなりますね。

教え方は「質問がくる」
ようでないとだめ

ー日本の受入企業に育成のアドバ
イスをするなら、どんなことを伝え
ますか？
　一番大事なのは「楽しさ」です。訓練を

受ける生徒たちが「やらされている」と感じ

てしまうと、なかなか身につきません。だか

らこそ、私は学ぶこと自体を楽しめるような

工夫をしています。作業ができるようになる

ことが重要です。また、仕事の流れを覚え

ることも欠かせません。実際の建設現場

では、指示を待つだけでなく、自ら判断して

動く力が求められます。そこで、授業では

現場を想定した実習を取り入れています。

ー学校を運営するなかで課題に感じ
ていることは？
　私が何より問題視するのは、この学校で

学んだ人が日本で失踪してしまうことです。

これは本当に悲しいことです。その背景

には、お金の問題もあるだろうし、知り合い

にそそのかされて別の仕事を選択する

など、いろいろあるようです。でも、一緒に

がんばった生徒だから、心苦しくてなりま

せん。だから、そうならないように、「何か

問題が起こったら連絡をください」と、送り

出す生徒には私の携帯番号を教えてい

作成することができました。これをもとに、

訓練生は学校に入ると、最初の2週間で

徹底的に安全管理を学びます。そして、

危険な作業の回避方法、適切な道具の

使い方、現場のルールを細かく指導して

います。

ー学校での教育の特徴は？
　日本の職人文化は「見て覚える」ですが、

それでは時間がかかります。そこで私は、

体系的に教えることを意識しました。まず、

図面の読み方から指導します。図面を理解

できれば、自分で考えて動けるようになり

ます。次に、工具の使い方や加工の仕方を

実践的に教えます。ただし、単に使い方を

覚えるだけでなく、効率よく作業を進める

方法も伝えます。特に、限られた時間の

なかで正確に作業を行う力を身につける

と自然と楽しくなるので、「まずは簡単な

作業から始めて、できる達成感を積み重ね

る」という流れを大切にしています。

　また、「なぜこの作業をするのか」「何の

ためにこの道具を使うのか」を理解させた

うえで実践させることも重要です。 ただ

「これをやれ」と言うのではなく、作業の

意味を考えながら取り組ませる。そうする

と、自然と彼らから質問がくるのです。逆を

言えば、質問がこない教え方はだめだと

思う。「あの作業のやり方がわかりませんで

した、どうすればよかったのですか？」と

会話が始まって、初めて知識や技術が身に

つくというもの。だから私は普段から、生徒

に教える時は「わかりました」ではなく、

「わかりません、教えてください」と言って

もらえるように努力しています。

ー今後の目標について教えてください
　これからの目標は、1年間の学びで即戦

力として送り出せる人材を育てることです。

これまでは短期間の育成が中心でしたが、

より長期のカリキュラムを設け、実践的な

スキルを習得できる環境を整えたいと考え

ています。

　私は、日本の建設業界にとって本当に

必要なのは「プロ」だと考えています。これ

までは技能実習制度の枠内での育成が

主流でしたが、特定技能制度の導入に

より、日本で長く働ける仕組みが整いつつ

あります。それならば、単なる作業員を育て

るのではなく、技能を身につけたプロ

フェッショナルを育成することが重要に

なるはずです。日本の企業も、本音では

「プロの職人がほしい」と思っています。

だからこそ、私は「ベトナムでしっかりと

プロを育て、日本に送り出す」ことが最善

の方法だと考えています。長く働き、現場で

活躍できる人材を育てるために、これから

も全力で取り組んでいきます。

し、即戦力として活躍できるよう準備する

ことを目的としています。

ーなぜベトナムで学校を設立しようと
考えたのですか？
　きっかけは、2011年の東日本大震災でし

た。震災後の復興において、日本の建設業

界は深刻な人手不足に陥り、「このままでは

建設業が立ち行かない」「海外からの人材

確保が必要だ」という声が相次ぎました。

私もその危機感を抱き、海外での人材育成

に踏み出しました。

　それまで日本で大工として働いていまし

たが、海外での人材育成は初めての経験で

した。日本の職人文化は「見て覚える」こと

が基本ですが、海外の人にはこの方法が

必ずしも通用しません。また、言葉や文化の

違いから、日本では当たり前の安全管理や

言葉も通じない異国の地で
建設業の学校をつくる

ー高石学校・日本建設訓練センター
について教えてください
　高石学校・日本建設訓練センターは、

日本の建設業で活躍できる特定技能外国

人や技能実習生を育成するために設立され

た訓練施設です。主にベトナム人の若者を

対象とし、日本の建設現場で求められる

技術や知識、安全管理の基礎を体系的に

指導しています。このセンターは、単に技術

を教えるだけでなく、日本の建設業の文化

や職場でのコミュニケーション能力、チー

ムワークの重要性まで総合的に学べる場と

なっています。特定技能外国人・技能実習

生として日本に渡る前に必要な知識を習得

時間厳守の意識が十分に伝わらないなど、

適切な教育環境の必要性を痛感しました。

そこで、日本に送り出す前にしっかり学べ

る場として、学校を作ることにしたのです。

ーベトナムでの最初の苦労は？
　最初の1～3年は本当に大変でした。私は

日本語しか話せなかったため、現地の人々

と意思疎通ができませんでした。そこで、

知り合いの日本の組合関係者に通訳を

依頼しながら、ベトナムの送り出し機関と

交渉を重ねました。しかし、当時は多くの

送り出し機関は工場や農業向けの研修に

は力を入れていたものの、建設業の教育に

はほとんど取り組んでいなかった。「なぜ

建設業だけ訓練が必要なのか？」と疑問を

持たれ、なかなか協力を得ることができな

かったのです。

　「もう自分でやるしかない」と腹をくくり

ました。送り出し機関に頼るのではなく、

自ら学校を設立し、送り出し機関の生徒を

受け入れる仕組みを作ろうと決意したの

です。倉庫を借り、小規模からのスタートで

した。資金も限られていたため、手持ちの

設備を活用し、最低限の環境で授業を始め

ました。

　学校を設立してからも、授業の進め方や

カリキュラムの作成には試行錯誤の連続で

した。当初は実技を中心に指導していまし

たが、安全管理や基礎知識の重要性を

痛感し、座学の時間を増やしました。そう

した調整を繰り返すうちに、徐々に学校の

形が整っていったのです。

何か問題が起こったら
遠慮せず電話してほしい

ー学校で最も重視していることは何
ですか？
　何よりも安全です。日本の建設業の現場

では、安全管理が徹底されていますが、

海外では必ずしもそうではありません。そこ

で私は、まず教材を自作し、安全教育を

最優先にしました。日本では大きな現場

には必ず「安全の手引き」と呼ばれる

分厚いマニュアルがあります。それを各社

の社内教育で活用しているのです。

　私はこれらを徹底的に読み込み、内容を

理解し、自分の頭にしっかりと入れてきま

した。そうすることで、大手建設企業が

行っている安全教育のエッセンスを把握

し、それをわかりやすく解読した教材を

V
O

L.04
発
行
：
一
般
社
団
法
人
 建
設
技
能
人
材
機
構
　
〒
105-8444  東

京
都
港
区
虎
ノ
門
３
丁
目
5
番
1
号
 虎
ノ
門
37
森
ビ
ル
9
階

編
集
・
デ
ザ
イ
ン
：
株
式
会
社
K
eyP

roC
reative　

取
材
：
株
式
会
社
K
eyP

roC
reative　

印
刷
 :大
村
印
刷
株
式
会
社

250601-1

K
EN

 G
I JIN

人
と
建
設
企
業
、
世
界
を
つ
な
ぐ

「建技人ーKEN GI JINー」に関するご意見・ご要望

MAIL : info@jac-skill.or.jp

本誌掲載内容の無断転載を固く禁じます。

2025
年
6
月
1
日
発
行

2025 |spring/summer

CLIP
受入企業の好事例

MOVEMENT
海外の動向

VOICE
JAC活動レポート

SERVICE
特定技能の受入支援サービス

COMICS
ジャックの日報

SYMBOL
友好のシンボル

INFORMATION
コールセンターからのご案内

BRIDGE
架け橋

IDEABOOK
親睦のアイデア帳

JAC NOW
JACの取組報告

MESSAGE
JAC理事長 三野輪 賢二

×　　
一般財団法人 建設経済研究所 理事長 佐々木 基

対談

HINT
共生のヒント

建技人ホームページはこちら
https://kengijin.jac-skill.or.jp/

人と 建 設 企 業 、世 界 を つ なぐ

2025 spring/summer
KEN GI JIN04



CONCEPT

MESSAGE

魅力的な就業先として
日本の建設業を選んでもらえるよう一層の努力を
JAC理事長 三野輪 賢二 × 一般財団法人 建設経済研究所 理事長 佐々木 基

03

REGULAR

11

伝統行事でつながる心 「餅つき」が生む交流の輪
CLIP ｜ 受入企業の好事例

矢島鉄筋工業株式会社

15

建設業における外国人雇用の状況
HINT ｜ 共生のヒント

弁護士法人 Global HR Strategy　代表社員弁護士　杉田 昌平さん

30

やさしい日本語で伝えてみよう！
「残業のお願いのしかた」

BRIDGE ｜ 架け橋

27

外国人就労管理システムでの
変更操作についてのよくあるご質問

INFORMATION ｜ コールセンターからのご案内

23

受入企業のお役立ち支援！
SERVICE ｜ 特定技能の受入支援サービス

23　研修・講習サポート
24　日本語講座・一時帰国支援・CCUS手数料支援・補償制度
25　JAC安全衛生教育サポート

17

ジャックの日報
COMICS

作 ・ 福田 雄一

13

安全衛生教育で「日本の安全」を世界へ
“JACオンライン特別教育/JAC技能講習”

VOICE ｜ JAC活動レポート

JAC事業部

07

海外で日本の建設現場を支える
“プロフェッショナル”を育てたい

MOVEMENT ｜ 海外の動向

高石学校・日本建設訓練センター

19

ネパールの主要都市を結ぶ新動脈
SYMBOL ｜ 友好のシンボル

株式会社安藤・間

20

ドリアン（東南アジアの「夏の味覚」）
IDEABOOK ｜ 親睦のアイデア帳

CONTENTS
KEN GI JIN 04  / 2025 spring/summer

人 と 建 設 企 業 、世 界 を つ なぐ

2025 spring/summer
KEN GI JIN04

人 と 建 設 企 業 、世 界 を つ なぐ

KEN GI JIN

　人材不足に悩む建設業界にとって、いまや外国人材の受入れは

必要不可欠な取組みとなっています。そうした社会的ニーズを

背景に、JACでは受入企業と外国人就労者のサポートをはじめ、

よりよい受入環境の構築を目指した活動を行っています。

　会員の皆さまに、その活動内容についてよりご理解いただき

たく、発刊したのが『建技人ーKEN GI JINー』です。

　コンセプトは「JACが見える機関誌」。

　JACの活動内容、外国人雇用に関する最新情報やトレンド

など、受入企業にとって有益な情報を発信しています。

　当誌がJACと読者の皆さまとをつなぐ媒体となり、円滑な

コミュニケーションを実現できるよう、当機構職員一同、尽力

いたします。

JAC（一般社団法人 建設技能人材機構）

建技人ーKEN GI JINー　編集部一同

表紙写真：上から
・餅つき大会の様子（矢島鉄筋工業株式会社）

・2024年度外国人材とつくる建設未来賞の会場
・足場の組立て訓練（高石学校・日本建設訓練センター）
・JACオンライン特別教育/JAC技能講習の打ち合わせ

・ナグドゥンガトンネル前に立つマダンさん（株式会社安藤・間）
・餅つきでは外国人技能者も杵をふるう（矢島鉄筋工業株式会社）

・ジャックの日報『大好物』の1コマ
・オンライン特別教育の受講状況を確認するJAC職員

・教壇に立つ高石校長（高石学校・日本建設訓練センター）

21

#4 2024年度外国人材とつくる建設未来賞 授賞式
JAC NOW ｜ JACの取組報告

ます。また、私が日本に帰った時は、彼らが

働く現場が近いようだったら様子を見に

行くこともあります。一生懸命にがんばって

いる姿を見ると、「本当によかった」と心

からうれしくなりますね。

教え方は「質問がくる」
ようでないとだめ

ー日本の受入企業に育成のアドバ
イスをするなら、どんなことを伝え
ますか？
　一番大事なのは「楽しさ」です。訓練を

受ける生徒たちが「やらされている」と感じ

てしまうと、なかなか身につきません。だか

らこそ、私は学ぶこと自体を楽しめるような

工夫をしています。作業ができるようになる

ことが重要です。また、仕事の流れを覚え

ることも欠かせません。実際の建設現場

では、指示を待つだけでなく、自ら判断して

動く力が求められます。そこで、授業では

現場を想定した実習を取り入れています。

ー学校を運営するなかで課題に感じ
ていることは？
　私が何より問題視するのは、この学校で

学んだ人が日本で失踪してしまうことです。

これは本当に悲しいことです。その背景

には、お金の問題もあるだろうし、知り合い

にそそのかされて別の仕事を選択する

など、いろいろあるようです。でも、一緒に

がんばった生徒だから、心苦しくてなりま

せん。だから、そうならないように、「何か

問題が起こったら連絡をください」と、送り

出す生徒には私の携帯番号を教えてい

作成することができました。これをもとに、

訓練生は学校に入ると、最初の2週間で

徹底的に安全管理を学びます。そして、

危険な作業の回避方法、適切な道具の

使い方、現場のルールを細かく指導して

います。

ー学校での教育の特徴は？
　日本の職人文化は「見て覚える」ですが、

それでは時間がかかります。そこで私は、

体系的に教えることを意識しました。まず、

図面の読み方から指導します。図面を理解

できれば、自分で考えて動けるようになり

ます。次に、工具の使い方や加工の仕方を

実践的に教えます。ただし、単に使い方を

覚えるだけでなく、効率よく作業を進める

方法も伝えます。特に、限られた時間の

なかで正確に作業を行う力を身につける

と自然と楽しくなるので、「まずは簡単な

作業から始めて、できる達成感を積み重ね

る」という流れを大切にしています。

　また、「なぜこの作業をするのか」「何の

ためにこの道具を使うのか」を理解させた

うえで実践させることも重要です。 ただ

「これをやれ」と言うのではなく、作業の

意味を考えながら取り組ませる。そうする

と、自然と彼らから質問がくるのです。逆を

言えば、質問がこない教え方はだめだと

思う。「あの作業のやり方がわかりませんで

した、どうすればよかったのですか？」と

会話が始まって、初めて知識や技術が身に

つくというもの。だから私は普段から、生徒

に教える時は「わかりました」ではなく、

「わかりません、教えてください」と言って

もらえるように努力しています。

ー今後の目標について教えてください
　これからの目標は、1年間の学びで即戦

力として送り出せる人材を育てることです。

これまでは短期間の育成が中心でしたが、

より長期のカリキュラムを設け、実践的な

スキルを習得できる環境を整えたいと考え

ています。

　私は、日本の建設業界にとって本当に

必要なのは「プロ」だと考えています。これ

までは技能実習制度の枠内での育成が

主流でしたが、特定技能制度の導入に

より、日本で長く働ける仕組みが整いつつ

あります。それならば、単なる作業員を育て

るのではなく、技能を身につけたプロ

フェッショナルを育成することが重要に

なるはずです。日本の企業も、本音では

「プロの職人がほしい」と思っています。

だからこそ、私は「ベトナムでしっかりと

プロを育て、日本に送り出す」ことが最善

の方法だと考えています。長く働き、現場で

活躍できる人材を育てるために、これから

も全力で取り組んでいきます。

し、即戦力として活躍できるよう準備する

ことを目的としています。

ーなぜベトナムで学校を設立しようと
考えたのですか？
　きっかけは、2011年の東日本大震災でし

た。震災後の復興において、日本の建設業

界は深刻な人手不足に陥り、「このままでは

建設業が立ち行かない」「海外からの人材

確保が必要だ」という声が相次ぎました。

私もその危機感を抱き、海外での人材育成

に踏み出しました。

　それまで日本で大工として働いていまし

たが、海外での人材育成は初めての経験で

した。日本の職人文化は「見て覚える」こと

が基本ですが、海外の人にはこの方法が

必ずしも通用しません。また、言葉や文化の

違いから、日本では当たり前の安全管理や

言葉も通じない異国の地で
建設業の学校をつくる

ー高石学校・日本建設訓練センター
について教えてください
　高石学校・日本建設訓練センターは、

日本の建設業で活躍できる特定技能外国

人や技能実習生を育成するために設立され

た訓練施設です。主にベトナム人の若者を

対象とし、日本の建設現場で求められる

技術や知識、安全管理の基礎を体系的に

指導しています。このセンターは、単に技術

を教えるだけでなく、日本の建設業の文化

や職場でのコミュニケーション能力、チー

ムワークの重要性まで総合的に学べる場と

なっています。特定技能外国人・技能実習

生として日本に渡る前に必要な知識を習得

時間厳守の意識が十分に伝わらないなど、

適切な教育環境の必要性を痛感しました。

そこで、日本に送り出す前にしっかり学べ

る場として、学校を作ることにしたのです。

ーベトナムでの最初の苦労は？
　最初の1～3年は本当に大変でした。私は

日本語しか話せなかったため、現地の人々

と意思疎通ができませんでした。そこで、

知り合いの日本の組合関係者に通訳を

依頼しながら、ベトナムの送り出し機関と

交渉を重ねました。しかし、当時は多くの

送り出し機関は工場や農業向けの研修に

は力を入れていたものの、建設業の教育に

はほとんど取り組んでいなかった。「なぜ

建設業だけ訓練が必要なのか？」と疑問を

持たれ、なかなか協力を得ることができな

かったのです。

　「もう自分でやるしかない」と腹をくくり

ました。送り出し機関に頼るのではなく、

自ら学校を設立し、送り出し機関の生徒を

受け入れる仕組みを作ろうと決意したの

です。倉庫を借り、小規模からのスタートで

した。資金も限られていたため、手持ちの

設備を活用し、最低限の環境で授業を始め

ました。

　学校を設立してからも、授業の進め方や

カリキュラムの作成には試行錯誤の連続で

した。当初は実技を中心に指導していまし

たが、安全管理や基礎知識の重要性を

痛感し、座学の時間を増やしました。そう

した調整を繰り返すうちに、徐々に学校の

形が整っていったのです。

何か問題が起こったら
遠慮せず電話してほしい

ー学校で最も重視していることは何
ですか？
　何よりも安全です。日本の建設業の現場

では、安全管理が徹底されていますが、

海外では必ずしもそうではありません。そこ

で私は、まず教材を自作し、安全教育を

最優先にしました。日本では大きな現場

には必ず「安全の手引き」と呼ばれる

分厚いマニュアルがあります。それを各社

の社内教育で活用しているのです。

　私はこれらを徹底的に読み込み、内容を

理解し、自分の頭にしっかりと入れてきま

した。そうすることで、大手建設企業が

行っている安全教育のエッセンスを把握

し、それをわかりやすく解読した教材を



ます。また、私が日本に帰った時は、彼らが

働く現場が近いようだったら様子を見に

行くこともあります。一生懸命にがんばって

いる姿を見ると、「本当によかった」と心

からうれしくなりますね。

教え方は「質問がくる」
ようでないとだめ

ー日本の受入企業に育成のアドバ
イスをするなら、どんなことを伝え
ますか？
　一番大事なのは「楽しさ」です。訓練を

受ける生徒たちが「やらされている」と感じ

てしまうと、なかなか身につきません。だか

らこそ、私は学ぶこと自体を楽しめるような

工夫をしています。作業ができるようになる

ことが重要です。また、仕事の流れを覚え

ることも欠かせません。実際の建設現場

では、指示を待つだけでなく、自ら判断して

動く力が求められます。そこで、授業では

現場を想定した実習を取り入れています。

ー学校を運営するなかで課題に感じ
ていることは？
　私が何より問題視するのは、この学校で

学んだ人が日本で失踪してしまうことです。

これは本当に悲しいことです。その背景

には、お金の問題もあるだろうし、知り合い

にそそのかされて別の仕事を選択する

など、いろいろあるようです。でも、一緒に

がんばった生徒だから、心苦しくてなりま

せん。だから、そうならないように、「何か

問題が起こったら連絡をください」と、送り

出す生徒には私の携帯番号を教えてい

作成することができました。これをもとに、

訓練生は学校に入ると、最初の2週間で

徹底的に安全管理を学びます。そして、

危険な作業の回避方法、適切な道具の

使い方、現場のルールを細かく指導して

います。

ー学校での教育の特徴は？
　日本の職人文化は「見て覚える」ですが、

それでは時間がかかります。そこで私は、

体系的に教えることを意識しました。まず、

図面の読み方から指導します。図面を理解

できれば、自分で考えて動けるようになり

ます。次に、工具の使い方や加工の仕方を

実践的に教えます。ただし、単に使い方を

覚えるだけでなく、効率よく作業を進める

方法も伝えます。特に、限られた時間の

なかで正確に作業を行う力を身につける

と自然と楽しくなるので、「まずは簡単な

作業から始めて、できる達成感を積み重ね

る」という流れを大切にしています。

　また、「なぜこの作業をするのか」「何の

ためにこの道具を使うのか」を理解させた

うえで実践させることも重要です。 ただ

「これをやれ」と言うのではなく、作業の

意味を考えながら取り組ませる。そうする

と、自然と彼らから質問がくるのです。逆を

言えば、質問がこない教え方はだめだと

思う。「あの作業のやり方がわかりませんで

した、どうすればよかったのですか？」と

会話が始まって、初めて知識や技術が身に

つくというもの。だから私は普段から、生徒

に教える時は「わかりました」ではなく、

「わかりません、教えてください」と言って

もらえるように努力しています。

ー今後の目標について教えてください
　これからの目標は、1年間の学びで即戦

力として送り出せる人材を育てることです。

これまでは短期間の育成が中心でしたが、

より長期のカリキュラムを設け、実践的な

スキルを習得できる環境を整えたいと考え

ています。

　私は、日本の建設業界にとって本当に

必要なのは「プロ」だと考えています。これ

までは技能実習制度の枠内での育成が

主流でしたが、特定技能制度の導入に

より、日本で長く働ける仕組みが整いつつ

あります。それならば、単なる作業員を育て

るのではなく、技能を身につけたプロ

フェッショナルを育成することが重要に

なるはずです。日本の企業も、本音では

「プロの職人がほしい」と思っています。

だからこそ、私は「ベトナムでしっかりと

プロを育て、日本に送り出す」ことが最善

の方法だと考えています。長く働き、現場で

活躍できる人材を育てるために、これから

も全力で取り組んでいきます。

し、即戦力として活躍できるよう準備する

ことを目的としています。

ーなぜベトナムで学校を設立しようと
考えたのですか？
　きっかけは、2011年の東日本大震災でし

た。震災後の復興において、日本の建設業

界は深刻な人手不足に陥り、「このままでは

建設業が立ち行かない」「海外からの人材

確保が必要だ」という声が相次ぎました。

私もその危機感を抱き、海外での人材育成

に踏み出しました。

　それまで日本で大工として働いていまし

たが、海外での人材育成は初めての経験で

した。日本の職人文化は「見て覚える」こと

が基本ですが、海外の人にはこの方法が

必ずしも通用しません。また、言葉や文化の

違いから、日本では当たり前の安全管理や

言葉も通じない異国の地で
建設業の学校をつくる

ー高石学校・日本建設訓練センター
について教えてください
　高石学校・日本建設訓練センターは、

日本の建設業で活躍できる特定技能外国

人や技能実習生を育成するために設立され
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対象とし、日本の建設現場で求められる

技術や知識、安全管理の基礎を体系的に

指導しています。このセンターは、単に技術

を教えるだけでなく、日本の建設業の文化

や職場でのコミュニケーション能力、チー

ムワークの重要性まで総合的に学べる場と

なっています。特定技能外国人・技能実習

生として日本に渡る前に必要な知識を習得

時間厳守の意識が十分に伝わらないなど、

適切な教育環境の必要性を痛感しました。

そこで、日本に送り出す前にしっかり学べ

る場として、学校を作ることにしたのです。

ーベトナムでの最初の苦労は？
　最初の1～3年は本当に大変でした。私は

日本語しか話せなかったため、現地の人々

と意思疎通ができませんでした。そこで、

知り合いの日本の組合関係者に通訳を

依頼しながら、ベトナムの送り出し機関と

交渉を重ねました。しかし、当時は多くの

送り出し機関は工場や農業向けの研修に
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痛感し、座学の時間を増やしました。そう

した調整を繰り返すうちに、徐々に学校の

形が整っていったのです。
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では、安全管理が徹底されていますが、

海外では必ずしもそうではありません。そこ

で私は、まず教材を自作し、安全教育を

最優先にしました。日本では大きな現場

には必ず「安全の手引き」と呼ばれる

分厚いマニュアルがあります。それを各社

の社内教育で活用しているのです。

　私はこれらを徹底的に読み込み、内容を

理解し、自分の頭にしっかりと入れてきま

した。そうすることで、大手建設企業が

行っている安全教育のエッセンスを把握

し、それをわかりやすく解読した教材をMessage

魅力的な就業先として
日本の建設業を選んでもらえるよう
一層の努力を

三野輪 賢二
JAC理事長

Kenji Minowa
佐々木 基

一般財団法人
建設経済研究所 理事長

Motoi Sasaki

　特定技能制度および技能実習制度に
より、来日して建設分野で働く外国人は
年々増加しています。とはいえ、建設業に
おける人手不足は世界的な課題。就業先
として日本が選ばれるために、何が必要な
のか。JACの三野輪賢二理事長と一般財団
法人 建設経済研究所の佐々木基理事長
が対談を行いました。
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送り出し機関によれば、韓国やオースト

ラリアがより高い給料を提示しているに

もかかわらず、必ずしも皆がそちらを希望

するわけではないということでした。相応

の給料は必要ですが、まだまだ日本も

人気があるのです。

佐々木　特に日本の現場では、「人を育て

よう」という意識を持っていますから、

それが伝わっているのでしょう。日本人の

もとで働いた外国人は、日本に対する

尊敬の念を持ってくれることが多いよう

ですね。

　一方で、外国人技能者と直接関わった

経験が少ない経営者のなかには、まだ

「何を目指すか」という問題意識や就業

期間内で取得するスキルやレベルに

ついて、会社として外国人技能者と共有

し、サポートを提示することが理想的

でしょう。そういった取組みが、経営者の

皆さんの外国人技能者の育成への意識を

高めることにつながるはずです。

佐々木　すぐに効果は出なくとも、人を

教育すれば必ず成果は返ってきます。

「新たに人を育てるということは金も時間

もかかるもの」と、皆が気持ちを新たに

しなければならないでしょう。

三野輪　インドネシアの工業高校で教員

の方々に行ったアンケートを分析すると、

「外国人＝安い労働力」と考える人も

いらっしゃるようです。そうした方々にも、

外国人に働いてもらうためには職場環境

を整える必要について、認識を改めて

いただきたいですね。

三野輪　特定技能制度は、給料を含め

待遇を日本人と同等にすることを定め

ています。CCUS（建設キャリアアップシ

ステム）の登録も義務化していますから、

就業履歴をきちんと蓄積して育成に活か

していただくことが大切だと思います。

また、新たに育成就労制度が創設される

ことも踏まえ、外国人技能者の育成プラ

ンについても議論が必要です。例えば、

“育成”への意識を
高める経営を

ー建設分野での外国人の雇用の

現状と課題についてお聞かせください

三野輪　2024年12月の出入国在留管理

庁のデータによれば、建設分野の特定

技能1号は3万8,365人、2号は213人

です。受入対象国は現在12カ国。外国人

の働き手はこの数年で格段に増加し、

2027年には目標としている8万人に達

することが予想されます。その多くが3年

にわたる技能実習を経て移行した人です

が、技能評価試験と日本語試験に合格

して最初から特定技能１号として来日する

人も増えています。

　2号になるためには職長・班長として

一定期間の実務経験を積み、さらに評価

試験に合格する必要がありますが、試験に

限れば合格者はすでに約1,000人。彼らも

実務経験を積んで、いずれは特定技能2号

となり、日本で長く働いてくれるものと

期待しています。

佐々木　来日して働き、経験を積んだ方々

に、「日本が気に入ったから、引き続きここ

で働きたい」と思ってもらえているという

ことでしょうか。

三野輪　そういうことですね。ベトナムの
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ます。また、私が日本に帰った時は、彼らが

働く現場が近いようだったら様子を見に

行くこともあります。一生懸命にがんばって

いる姿を見ると、「本当によかった」と心

からうれしくなりますね。

教え方は「質問がくる」
ようでないとだめ

ー日本の受入企業に育成のアドバ
イスをするなら、どんなことを伝え
ますか？
　一番大事なのは「楽しさ」です。訓練を

受ける生徒たちが「やらされている」と感じ

てしまうと、なかなか身につきません。だか

らこそ、私は学ぶこと自体を楽しめるような

工夫をしています。作業ができるようになる

ことが重要です。また、仕事の流れを覚え

ることも欠かせません。実際の建設現場

では、指示を待つだけでなく、自ら判断して

動く力が求められます。そこで、授業では

現場を想定した実習を取り入れています。

ー学校を運営するなかで課題に感じ
ていることは？
　私が何より問題視するのは、この学校で

学んだ人が日本で失踪してしまうことです。
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には、お金の問題もあるだろうし、知り合い

にそそのかされて別の仕事を選択する

など、いろいろあるようです。でも、一緒に

がんばった生徒だから、心苦しくてなりま

せん。だから、そうならないように、「何か

問題が起こったら連絡をください」と、送り

出す生徒には私の携帯番号を教えてい

作成することができました。これをもとに、

訓練生は学校に入ると、最初の2週間で

徹底的に安全管理を学びます。そして、

危険な作業の回避方法、適切な道具の

使い方、現場のルールを細かく指導して

います。

ー学校での教育の特徴は？
　日本の職人文化は「見て覚える」ですが、

それでは時間がかかります。そこで私は、

体系的に教えることを意識しました。まず、

図面の読み方から指導します。図面を理解

できれば、自分で考えて動けるようになり

ます。次に、工具の使い方や加工の仕方を

実践的に教えます。ただし、単に使い方を

覚えるだけでなく、効率よく作業を進める

方法も伝えます。特に、限られた時間の

なかで正確に作業を行う力を身につける

と自然と楽しくなるので、「まずは簡単な

作業から始めて、できる達成感を積み重ね

る」という流れを大切にしています。

　また、「なぜこの作業をするのか」「何の

ためにこの道具を使うのか」を理解させた

うえで実践させることも重要です。 ただ

「これをやれ」と言うのではなく、作業の

意味を考えながら取り組ませる。そうする

と、自然と彼らから質問がくるのです。逆を

言えば、質問がこない教え方はだめだと

思う。「あの作業のやり方がわかりませんで

した、どうすればよかったのですか？」と

会話が始まって、初めて知識や技術が身に

つくというもの。だから私は普段から、生徒

に教える時は「わかりました」ではなく、

「わかりません、教えてください」と言って

もらえるように努力しています。

ー今後の目標について教えてください
　これからの目標は、1年間の学びで即戦

力として送り出せる人材を育てることです。

これまでは短期間の育成が中心でしたが、

より長期のカリキュラムを設け、実践的な

スキルを習得できる環境を整えたいと考え
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　私は、日本の建設業界にとって本当に
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までは技能実習制度の枠内での育成が
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より、日本で長く働ける仕組みが整いつつ

あります。それならば、単なる作業員を育て
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フェッショナルを育成することが重要に

なるはずです。日本の企業も、本音では

「プロの職人がほしい」と思っています。

だからこそ、私は「ベトナムでしっかりと

プロを育て、日本に送り出す」ことが最善

の方法だと考えています。長く働き、現場で

活躍できる人材を育てるために、これから

も全力で取り組んでいきます。

し、即戦力として活躍できるよう準備する

ことを目的としています。

ーなぜベトナムで学校を設立しようと
考えたのですか？
　きっかけは、2011年の東日本大震災でし

た。震災後の復興において、日本の建設業

界は深刻な人手不足に陥り、「このままでは

建設業が立ち行かない」「海外からの人材

確保が必要だ」という声が相次ぎました。
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に踏み出しました。
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言葉も通じない異国の地で
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人や技能実習生を育成するために設立され

た訓練施設です。主にベトナム人の若者を

対象とし、日本の建設現場で求められる

技術や知識、安全管理の基礎を体系的に

指導しています。このセンターは、単に技術

を教えるだけでなく、日本の建設業の文化

や職場でのコミュニケーション能力、チー

ムワークの重要性まで総合的に学べる場と

なっています。特定技能外国人・技能実習

生として日本に渡る前に必要な知識を習得

時間厳守の意識が十分に伝わらないなど、

適切な教育環境の必要性を痛感しました。

そこで、日本に送り出す前にしっかり学べ

る場として、学校を作ることにしたのです。

ーベトナムでの最初の苦労は？
　最初の1～3年は本当に大変でした。私は

日本語しか話せなかったため、現地の人々

と意思疎通ができませんでした。そこで、

知り合いの日本の組合関係者に通訳を

依頼しながら、ベトナムの送り出し機関と

交渉を重ねました。しかし、当時は多くの

送り出し機関は工場や農業向けの研修に

は力を入れていたものの、建設業の教育に

はほとんど取り組んでいなかった。「なぜ

建設業だけ訓練が必要なのか？」と疑問を

持たれ、なかなか協力を得ることができな

かったのです。

　「もう自分でやるしかない」と腹をくくり

ました。送り出し機関に頼るのではなく、

自ら学校を設立し、送り出し機関の生徒を

受け入れる仕組みを作ろうと決意したの

です。倉庫を借り、小規模からのスタートで

した。資金も限られていたため、手持ちの

設備を活用し、最低限の環境で授業を始め

ました。

　学校を設立してからも、授業の進め方や

カリキュラムの作成には試行錯誤の連続で

した。当初は実技を中心に指導していまし

たが、安全管理や基礎知識の重要性を

痛感し、座学の時間を増やしました。そう

した調整を繰り返すうちに、徐々に学校の

形が整っていったのです。

何か問題が起こったら
遠慮せず電話してほしい

ー学校で最も重視していることは何
ですか？
　何よりも安全です。日本の建設業の現場

では、安全管理が徹底されていますが、

海外では必ずしもそうではありません。そこ

で私は、まず教材を自作し、安全教育を

最優先にしました。日本では大きな現場

には必ず「安全の手引き」と呼ばれる

分厚いマニュアルがあります。それを各社

の社内教育で活用しているのです。

　私はこれらを徹底的に読み込み、内容を

理解し、自分の頭にしっかりと入れてきま

した。そうすることで、大手建設企業が

行っている安全教育のエッセンスを把握

し、それをわかりやすく解読した教材を

Messageされたレポート（「建設経済レポート No. 

77」2025年3月号）では、現在の日本の

状況では「人がいないため、今後の建設

投資は減っていくだろう」という予想が

されていました。

佐々木　こなせる仕事の量は確実に

減っていくでしょう。ただ、本来は「これ

だけの仕事が必要なので、そのために

人手不足をどのように解消していくか」

という思考パターンでないといけないと

思います。

三野輪　おっしゃるとおりですね。建設業

で担い手不足が言われ始めてから相当の

時間が経過しました。それを補うために

外国人の働き手を求めてきましたが、果た

してそれが技術や技能の継承にまでつな

がるか。大いに疑問であり心配せざるを

得ません。「日本人がいないと技術や技能

が継承できない」という産業は専門工事

業界のなかにも多々あります。新規入職者

の激減状況を見ると、このままでは建設

業における日本人の総数はどんどん

減っていってしまうでしょう。

佐々木　それはもはや、日本だけの問題

ではなく、同じような状況に陥っている国

は少なからず散見されます。

三野輪　確かに、世界的に担い手不足は

多いからです。驚いたのは、彼らが明るく

なったら働き、午後3時になったら仕事は

止めてしまうことです。以降の時間は自分

自身や家族のために使える。なおかつそれ

なりの給料が出るので、働く人を確保でき

るのです。もちろん、日本でそのまま取り

入れるのは難しいですが。

佐々木　日本も気候変動の影響で夏の

暑さが厳しくなり、夏場の野外での仕事は

かなり過酷になっています。厚生労働省も

検討しているようですが、もっとさまざま

なアイデアが出てきてもよいでしょう。

8月、9月は酷暑で仕事にならないの

だから休みにして、ほかの月は時間を延長

して仕事量を確保するなど、方法はある

はずです。

三野輪　今後はそういったフレキシブル

な働き方が必要ですね。ただ、工期を

守ることも大事ですから、やはり発注者に

ご理解いただかなければなりません。

そういった意見が業界内から出てくると

大変ありがたい。そのような、日本人の

入職者を増やすための施策については、

今後さらに議論が必要だと考えています。

聞き手：JAC編集部　2025年3月25日取材

深刻な課題になっていますね。ただ一方

で、人材確保に成功している例もあり

ます。ヨーロッパに視察に行った折、印象

的だったのは、働き方の縛りを非常に緩く

していることでした。

　ヨーロッパで一番栄えている専門工事

業は石工です。道路や歩道は舗装する

より石を敷くことが多いため、何年かに

一回必ず補修があり、「石工の技術を磨け

ば一生飯が食える」というほど仕事量が

にはまだ来ていません。

　国交省では今後も段階的に建設分野の

特定技能制度の受入対象国を増やして

いく予定のようです。働き手を送り出して

もらうためには相手国との信頼関係構築

が何よりも重要ですが、一朝一夕にはでき

ません。これを実際に行うのがJACの

皆さんですが、そうするとますます体制を

強化する必要がありますね。

三野輪　各国と地道にそのような信頼

関係を築いていくことが、今後のわれわれ

の使命になると思っています。

佐々木　これはアイデアのひとつなの

ですが、日本の大手ゼネコンは東南アジア

諸国を中心に拠点を持ち、多くの社員が

駐在しています。長い人は30年近くそこで

仕事をしており、各国の事情に精通してい

ます。なかには、退職後も現地に住んで

いる人もいます。JACが各国で地道な

信頼関係を築く段階では、そういった方々

から協力を得ることも考えられるのでは

ありませんか。

三野輪　それは面白いアイデアですね。

まだ関係づくりが進んでいない国の

なかにも、「わが国からも人を雇い入れて

ほしい」というところが出てくるでしょう。

それに対応するためにも、協力者を確保

していかなければならないと思います。

技術・技能の継承には
日本人の入職者も不可欠

ー日本人の担い手については、どの

ような課題があるでしょうか

三野輪　建設経済研究所から先般発行

日本に期待されているのはやはり「人材

育成をしっかりしてくれる」という点のよう

です。つまり、各企業が育成の意識を高め

ていくことで、より働き先として選ばれる

国になれる。逆に、そうしないと外国人の

働き手はよその国に行ってしまう。今から

少しずつ、考え方を変え、仕組みを整えて

いかなければなりません。ここが踏ん張り

どころだと思います。

技能実習・特定技能の
対象国拡大への対応が
急務

ーさまざまな国から外国人の働き手

が来日しています。この動きは今後も

拡大していくのでしょうか

佐々木　私は先日、東ティモール民主共和

国に行ってきました。インドネシアの東南

部に位置する島国ですが、東ティモールに

は若者が非常に多いのに、仕事がほと

んどないのです。そのため、日本に対して

強い魅力を感じているようです。同国には

政府系の送り出し機関があり農業分野で

技能実習生が来日していますが、建設分野

いしく
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ます。また、私が日本に帰った時は、彼らが

働く現場が近いようだったら様子を見に

行くこともあります。一生懸命にがんばって

いる姿を見ると、「本当によかった」と心

からうれしくなりますね。

教え方は「質問がくる」
ようでないとだめ

ー日本の受入企業に育成のアドバ
イスをするなら、どんなことを伝え
ますか？
　一番大事なのは「楽しさ」です。訓練を

受ける生徒たちが「やらされている」と感じ

てしまうと、なかなか身につきません。だか

らこそ、私は学ぶこと自体を楽しめるような

工夫をしています。作業ができるようになる

ことが重要です。また、仕事の流れを覚え

ることも欠かせません。実際の建設現場

では、指示を待つだけでなく、自ら判断して

動く力が求められます。そこで、授業では

現場を想定した実習を取り入れています。

ー学校を運営するなかで課題に感じ
ていることは？
　私が何より問題視するのは、この学校で

学んだ人が日本で失踪してしまうことです。

これは本当に悲しいことです。その背景

には、お金の問題もあるだろうし、知り合い

にそそのかされて別の仕事を選択する

など、いろいろあるようです。でも、一緒に

がんばった生徒だから、心苦しくてなりま

せん。だから、そうならないように、「何か

問題が起こったら連絡をください」と、送り

出す生徒には私の携帯番号を教えてい

作成することができました。これをもとに、

訓練生は学校に入ると、最初の2週間で

徹底的に安全管理を学びます。そして、

危険な作業の回避方法、適切な道具の

使い方、現場のルールを細かく指導して

います。

ー学校での教育の特徴は？
　日本の職人文化は「見て覚える」ですが、

それでは時間がかかります。そこで私は、

体系的に教えることを意識しました。まず、

図面の読み方から指導します。図面を理解

できれば、自分で考えて動けるようになり

ます。次に、工具の使い方や加工の仕方を

実践的に教えます。ただし、単に使い方を

覚えるだけでなく、効率よく作業を進める

方法も伝えます。特に、限られた時間の

なかで正確に作業を行う力を身につける

と自然と楽しくなるので、「まずは簡単な

作業から始めて、できる達成感を積み重ね

る」という流れを大切にしています。

　また、「なぜこの作業をするのか」「何の

ためにこの道具を使うのか」を理解させた

うえで実践させることも重要です。 ただ

「これをやれ」と言うのではなく、作業の

意味を考えながら取り組ませる。そうする

と、自然と彼らから質問がくるのです。逆を

言えば、質問がこない教え方はだめだと

思う。「あの作業のやり方がわかりませんで

した、どうすればよかったのですか？」と

会話が始まって、初めて知識や技術が身に

つくというもの。だから私は普段から、生徒

に教える時は「わかりました」ではなく、

「わかりません、教えてください」と言って

もらえるように努力しています。

ー今後の目標について教えてください
　これからの目標は、1年間の学びで即戦

力として送り出せる人材を育てることです。

これまでは短期間の育成が中心でしたが、

より長期のカリキュラムを設け、実践的な

スキルを習得できる環境を整えたいと考え

ています。

　私は、日本の建設業界にとって本当に

必要なのは「プロ」だと考えています。これ

までは技能実習制度の枠内での育成が

主流でしたが、特定技能制度の導入に

より、日本で長く働ける仕組みが整いつつ

あります。それならば、単なる作業員を育て

るのではなく、技能を身につけたプロ

フェッショナルを育成することが重要に

なるはずです。日本の企業も、本音では

「プロの職人がほしい」と思っています。

だからこそ、私は「ベトナムでしっかりと

プロを育て、日本に送り出す」ことが最善

の方法だと考えています。長く働き、現場で

活躍できる人材を育てるために、これから

も全力で取り組んでいきます。

2 4

3

海外で日本の建設現場を支える
“プロフェッショナル”を育てたい

高石学校・日本建設訓練センター

　日本の建設業界の人手不足解決に向け、「高石学校・日本建設訓練センター」校長の高石常雄さんは、

ベトナム・インドネシアで人材育成に取り組んでいます。単身ベトナムへ渡り、ゼロから技能を学べる場を

設立。言葉の壁や文化の違いを乗り越え、即戦力となる人材を育成し、日本の建設現場へ送り出しています。

現在、同校は技能習得だけでなく、日本での就労に必要な知識も指導し、業界の発展に貢献しています。

MOVE
MENT

聞き手：JAC編集部　2024年9月28日取材

し、即戦力として活躍できるよう準備する

ことを目的としています。

ーなぜベトナムで学校を設立しようと
考えたのですか？
　きっかけは、2011年の東日本大震災でし

た。震災後の復興において、日本の建設業

界は深刻な人手不足に陥り、「このままでは

建設業が立ち行かない」「海外からの人材

確保が必要だ」という声が相次ぎました。

私もその危機感を抱き、海外での人材育成

に踏み出しました。

　それまで日本で大工として働いていまし

たが、海外での人材育成は初めての経験で

した。日本の職人文化は「見て覚える」こと

が基本ですが、海外の人にはこの方法が

必ずしも通用しません。また、言葉や文化の

違いから、日本では当たり前の安全管理や

言葉も通じない異国の地で
建設業の学校をつくる

ー高石学校・日本建設訓練センター
について教えてください
　高石学校・日本建設訓練センターは、

日本の建設業で活躍できる特定技能外国

人や技能実習生を育成するために設立され

た訓練施設です。主にベトナム人の若者を

対象とし、日本の建設現場で求められる

技術や知識、安全管理の基礎を体系的に

指導しています。このセンターは、単に技術

を教えるだけでなく、日本の建設業の文化

や職場でのコミュニケーション能力、チー

ムワークの重要性まで総合的に学べる場と

なっています。特定技能外国人・技能実習

生として日本に渡る前に必要な知識を習得

時間厳守の意識が十分に伝わらないなど、

適切な教育環境の必要性を痛感しました。

そこで、日本に送り出す前にしっかり学べ

る場として、学校を作ることにしたのです。

ーベトナムでの最初の苦労は？
　最初の1～3年は本当に大変でした。私は

日本語しか話せなかったため、現地の人々

と意思疎通ができませんでした。そこで、

知り合いの日本の組合関係者に通訳を

依頼しながら、ベトナムの送り出し機関と

交渉を重ねました。しかし、当時は多くの

送り出し機関は工場や農業向けの研修に

は力を入れていたものの、建設業の教育に

はほとんど取り組んでいなかった。「なぜ

建設業だけ訓練が必要なのか？」と疑問を

持たれ、なかなか協力を得ることができな

かったのです。

　「もう自分でやるしかない」と腹をくくり

ました。送り出し機関に頼るのではなく、

自ら学校を設立し、送り出し機関の生徒を

受け入れる仕組みを作ろうと決意したの

です。倉庫を借り、小規模からのスタートで

した。資金も限られていたため、手持ちの

設備を活用し、最低限の環境で授業を始め

ました。

　学校を設立してからも、授業の進め方や

カリキュラムの作成には試行錯誤の連続で

した。当初は実技を中心に指導していまし

たが、安全管理や基礎知識の重要性を

痛感し、座学の時間を増やしました。そう

した調整を繰り返すうちに、徐々に学校の

形が整っていったのです。

1

何か問題が起こったら
遠慮せず電話してほしい

ー学校で最も重視していることは何
ですか？
　何よりも安全です。日本の建設業の現場

では、安全管理が徹底されていますが、

海外では必ずしもそうではありません。そこ

で私は、まず教材を自作し、安全教育を

最優先にしました。日本では大きな現場

には必ず「安全の手引き」と呼ばれる

分厚いマニュアルがあります。それを各社

の社内教育で活用しているのです。

　私はこれらを徹底的に読み込み、内容を

理解し、自分の頭にしっかりと入れてきま

した。そうすることで、大手建設企業が

行っている安全教育のエッセンスを把握

し、それをわかりやすく解読した教材を

高石 常雄 氏
校長
高石学校・日本建設訓練センター
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ます。また、私が日本に帰った時は、彼らが

働く現場が近いようだったら様子を見に

行くこともあります。一生懸命にがんばって

いる姿を見ると、「本当によかった」と心

からうれしくなりますね。

教え方は「質問がくる」
ようでないとだめ

ー日本の受入企業に育成のアドバ
イスをするなら、どんなことを伝え
ますか？
　一番大事なのは「楽しさ」です。訓練を

受ける生徒たちが「やらされている」と感じ

てしまうと、なかなか身につきません。だか

らこそ、私は学ぶこと自体を楽しめるような

工夫をしています。作業ができるようになる

ことが重要です。また、仕事の流れを覚え

ることも欠かせません。実際の建設現場

では、指示を待つだけでなく、自ら判断して

動く力が求められます。そこで、授業では

現場を想定した実習を取り入れています。

ー学校を運営するなかで課題に感じ
ていることは？
　私が何より問題視するのは、この学校で

学んだ人が日本で失踪してしまうことです。

これは本当に悲しいことです。その背景

には、お金の問題もあるだろうし、知り合い

にそそのかされて別の仕事を選択する

など、いろいろあるようです。でも、一緒に

がんばった生徒だから、心苦しくてなりま

せん。だから、そうならないように、「何か

問題が起こったら連絡をください」と、送り

出す生徒には私の携帯番号を教えてい

作成することができました。これをもとに、

訓練生は学校に入ると、最初の2週間で

徹底的に安全管理を学びます。そして、

危険な作業の回避方法、適切な道具の

使い方、現場のルールを細かく指導して

います。

ー学校での教育の特徴は？
　日本の職人文化は「見て覚える」ですが、

それでは時間がかかります。そこで私は、

体系的に教えることを意識しました。まず、

図面の読み方から指導します。図面を理解

できれば、自分で考えて動けるようになり

ます。次に、工具の使い方や加工の仕方を

実践的に教えます。ただし、単に使い方を

覚えるだけでなく、効率よく作業を進める

方法も伝えます。特に、限られた時間の

なかで正確に作業を行う力を身につける

と自然と楽しくなるので、「まずは簡単な

作業から始めて、できる達成感を積み重ね

る」という流れを大切にしています。

　また、「なぜこの作業をするのか」「何の

ためにこの道具を使うのか」を理解させた

うえで実践させることも重要です。 ただ

「これをやれ」と言うのではなく、作業の

意味を考えながら取り組ませる。そうする

と、自然と彼らから質問がくるのです。逆を

言えば、質問がこない教え方はだめだと

思う。「あの作業のやり方がわかりませんで

した、どうすればよかったのですか？」と

会話が始まって、初めて知識や技術が身に

つくというもの。だから私は普段から、生徒

に教える時は「わかりました」ではなく、

「わかりません、教えてください」と言って

もらえるように努力しています。

ー今後の目標について教えてください
　これからの目標は、1年間の学びで即戦

力として送り出せる人材を育てることです。

これまでは短期間の育成が中心でしたが、

より長期のカリキュラムを設け、実践的な

スキルを習得できる環境を整えたいと考え

ています。

　私は、日本の建設業界にとって本当に

必要なのは「プロ」だと考えています。これ

までは技能実習制度の枠内での育成が

主流でしたが、特定技能制度の導入に

より、日本で長く働ける仕組みが整いつつ

あります。それならば、単なる作業員を育て

るのではなく、技能を身につけたプロ

フェッショナルを育成することが重要に

なるはずです。日本の企業も、本音では

「プロの職人がほしい」と思っています。

だからこそ、私は「ベトナムでしっかりと

1「授業が楽しいと技術習得も早い」と高石さん
2足場の組立て訓練
3座学にも集中して取り組む生徒たち
4日本語の教科書で建設現場の用語を学ぶ
5作業前に安全管理のルールを細かくチェック
6壁に貼られた建設現場用語一覧には
　方言も記載
7校長自ら教壇に立ち、図面の読み方を指導
8センター内に建つ校舎
9建設現場を再現し、
　実際と同じ環境で作業を体験

9

プロを育て、日本に送り出す」ことが最善

の方法だと考えています。長く働き、現場で

活躍できる人材を育てるために、これから

も全力で取り組んでいきます。

し、即戦力として活躍できるよう準備する

ことを目的としています。

ーなぜベトナムで学校を設立しようと
考えたのですか？
　きっかけは、2011年の東日本大震災でし

た。震災後の復興において、日本の建設業

界は深刻な人手不足に陥り、「このままでは

建設業が立ち行かない」「海外からの人材

確保が必要だ」という声が相次ぎました。

私もその危機感を抱き、海外での人材育成

に踏み出しました。

　それまで日本で大工として働いていまし

たが、海外での人材育成は初めての経験で

した。日本の職人文化は「見て覚える」こと

が基本ですが、海外の人にはこの方法が

必ずしも通用しません。また、言葉や文化の

違いから、日本では当たり前の安全管理や

言葉も通じない異国の地で
建設業の学校をつくる

ー高石学校・日本建設訓練センター
について教えてください
　高石学校・日本建設訓練センターは、

日本の建設業で活躍できる特定技能外国

人や技能実習生を育成するために設立され

た訓練施設です。主にベトナム人の若者を

対象とし、日本の建設現場で求められる

技術や知識、安全管理の基礎を体系的に

指導しています。このセンターは、単に技術

を教えるだけでなく、日本の建設業の文化

や職場でのコミュニケーション能力、チー

ムワークの重要性まで総合的に学べる場と

なっています。特定技能外国人・技能実習

生として日本に渡る前に必要な知識を習得

時間厳守の意識が十分に伝わらないなど、

適切な教育環境の必要性を痛感しました。

そこで、日本に送り出す前にしっかり学べ

る場として、学校を作ることにしたのです。

ーベトナムでの最初の苦労は？
　最初の1～3年は本当に大変でした。私は

日本語しか話せなかったため、現地の人々

と意思疎通ができませんでした。そこで、

知り合いの日本の組合関係者に通訳を

依頼しながら、ベトナムの送り出し機関と

交渉を重ねました。しかし、当時は多くの

送り出し機関は工場や農業向けの研修に

は力を入れていたものの、建設業の教育に

はほとんど取り組んでいなかった。「なぜ

建設業だけ訓練が必要なのか？」と疑問を

持たれ、なかなか協力を得ることができな

かったのです。

　「もう自分でやるしかない」と腹をくくり

ました。送り出し機関に頼るのではなく、

自ら学校を設立し、送り出し機関の生徒を

受け入れる仕組みを作ろうと決意したの

です。倉庫を借り、小規模からのスタートで

した。資金も限られていたため、手持ちの

設備を活用し、最低限の環境で授業を始め

ました。

　学校を設立してからも、授業の進め方や

カリキュラムの作成には試行錯誤の連続で

した。当初は実技を中心に指導していまし

たが、安全管理や基礎知識の重要性を

痛感し、座学の時間を増やしました。そう

した調整を繰り返すうちに、徐々に学校の

形が整っていったのです。

何か問題が起こったら
遠慮せず電話してほしい

ー学校で最も重視していることは何
ですか？
　何よりも安全です。日本の建設業の現場

では、安全管理が徹底されていますが、

海外では必ずしもそうではありません。そこ

で私は、まず教材を自作し、安全教育を

最優先にしました。日本では大きな現場

には必ず「安全の手引き」と呼ばれる

分厚いマニュアルがあります。それを各社

の社内教育で活用しているのです。

　私はこれらを徹底的に読み込み、内容を

理解し、自分の頭にしっかりと入れてきま

した。そうすることで、大手建設企業が

行っている安全教育のエッセンスを把握

し、それをわかりやすく解読した教材を
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杵を振るいながら餅つきを楽しんで

います。つきたての餅はやはり格別で、

みんな食べるのを楽しみにしています。

日本の文化に触れながら、社員同士の

交流の場にもなっているのが、この

餅つき大会の魅力のひとつです。

ー地域や日本人社員との交流は
ありますか？
　　　つきをしていると、近所の子ども

　　　たちもやってきて、お餅を渡し

たり、一緒についてもらったりするん

です。自然と地域とのつながりが生まれ

ますね。社内でも、日本人社員と外国人

が一緒に杵を振るい、距離が縮まり

ます。餅つきは息を合わせないとうまく

できないので、チームワークが求められ

ますし、一緒に準備を進めることで、

より親しみが増していきます。

ー餅つき大会で印象に残っている
ことはありますか？
　　　去には、杵が割れてしまうハプニ

　　　ングがありました。ほかにも、

餅を長時間触ると手がふやけて爪が

柔らかくなるなど、意外な苦労もあり

ます。米の炊き加減も毎年試行錯誤が

必要です。でも、そうしたトラブルや苦労

もすべて大切な思い出です。特定技能

外国人や技能実習生にとっても、日本の

文化を体験しながら学ぶ、貴重な経験に

なっているのではないでしょうか。

ー文化交流で大切にしていること
は？
　　　国人たちが日本で働く目的は

　　　技術を学び、収入を得ることです

が、日本の文化を体験し、思い出を作る

ことも大切です。日本の良さを感じら

れる機会を提供することも企業の役割

だと考えています。建設業は、人が力を

合わせて成り立つ仕事です。だからこそ、

「ご苦労さま」「ありがとう」というねぎら

いを忘れてはいけません。レクリエー

ションは交流を深め、職場の雰囲気を

良くします。ほかの企業にも、ぜひ取り

組んでほしいですね。

ー餅つき大会はいつから始まった
のですか？
　　　20年前から続けています。もと

　　　もと建設現場では、年末になると

仕事納めとして餅つきをする習慣があり

ました。職人同士が集まり、交流を深め

る大切な機会だったんです。しかし、時代

とともにそうした習慣がなくなり、現場

でもやらなくなってしまいました。それ

でも、コミュニケーションの場として必要

だと考え、自社で続けることにしたのが

きっかけです。

ー餅つき大会当日は、どのように
進めているのですか？
　　　024年の年末は、加工場の社員約

　　　25名に加え、特定技能外国人や

技能実習生たちも10名ほど参加しま

した。餅つきは、ただ杵でつくだけでは

なく、前日から準備が必要です。米を

といで蒸す作業もあって、これらは外国

人のみんなも手伝ってくれますね。私も

豚汁を作って、みんなで食べられるよう

にしています。当日は約240kgの餅を

ついて食べ、最後には参加者全員に

手土産として持ち帰ってもらいました。

ー外国人の皆さんの反応はいかが
ですか？
　　　めて参加する特定技能外国人や

　　　技能実習生は、見よう見まねで

代表取締役社長
矢島 孝夫 さん

矢島鉄筋工業株式会社

　全国の受入企業を
取材している

と、仕事の時間外
に行っている

興味深い独自の取
組みに出合う

ことがあります。
その内容は、

ユニークなものから
画期的なもの

まで、各社さまざま
。ぜひ参考に

してみてはいかがで
しょうか？

所在地：東京都墨田区立花5-12
-5　事業内容：鉄筋工事/鉄筋加

工及び組立工事施工 ほか

　私たち日本人にとって親しみのある伝統行事のひとつが

「餅つき」です。矢島鉄筋工業株式会社では、日本の文化に

触れてもらおうと、特定技能外国人や技能実習生も参加。杵を

振るい、つきたての餅を味わいながら、国籍を超えた交流を

深めています。その取組みについて、同社の矢島社長にお話を

伺いました。

杵さばきも板についている杵さばきも板についている

聞き手：JAC編集部　2025年2月26日取材

伝統行事でつながる心
「餅つき」が生む交流の輪

ます。また、私が日本に帰った時は、彼らが

働く現場が近いようだったら様子を見に

行くこともあります。一生懸命にがんばって

いる姿を見ると、「本当によかった」と心

からうれしくなりますね。

教え方は「質問がくる」
ようでないとだめ

ー日本の受入企業に育成のアドバ
イスをするなら、どんなことを伝え
ますか？
　一番大事なのは「楽しさ」です。訓練を

受ける生徒たちが「やらされている」と感じ

てしまうと、なかなか身につきません。だか

らこそ、私は学ぶこと自体を楽しめるような

工夫をしています。作業ができるようになる

ことが重要です。また、仕事の流れを覚え

ることも欠かせません。実際の建設現場

では、指示を待つだけでなく、自ら判断して

動く力が求められます。そこで、授業では

現場を想定した実習を取り入れています。

ー学校を運営するなかで課題に感じ
ていることは？
　私が何より問題視するのは、この学校で

学んだ人が日本で失踪してしまうことです。

これは本当に悲しいことです。その背景

には、お金の問題もあるだろうし、知り合い

にそそのかされて別の仕事を選択する

など、いろいろあるようです。でも、一緒に

がんばった生徒だから、心苦しくてなりま

せん。だから、そうならないように、「何か

問題が起こったら連絡をください」と、送り

出す生徒には私の携帯番号を教えてい

作成することができました。これをもとに、

訓練生は学校に入ると、最初の2週間で

徹底的に安全管理を学びます。そして、

危険な作業の回避方法、適切な道具の

使い方、現場のルールを細かく指導して

います。

ー学校での教育の特徴は？
　日本の職人文化は「見て覚える」ですが、

それでは時間がかかります。そこで私は、

体系的に教えることを意識しました。まず、

図面の読み方から指導します。図面を理解

できれば、自分で考えて動けるようになり

ます。次に、工具の使い方や加工の仕方を

実践的に教えます。ただし、単に使い方を

覚えるだけでなく、効率よく作業を進める

方法も伝えます。特に、限られた時間の

なかで正確に作業を行う力を身につける

と自然と楽しくなるので、「まずは簡単な

作業から始めて、できる達成感を積み重ね

る」という流れを大切にしています。

　また、「なぜこの作業をするのか」「何の

ためにこの道具を使うのか」を理解させた

うえで実践させることも重要です。 ただ

「これをやれ」と言うのではなく、作業の

意味を考えながら取り組ませる。そうする

と、自然と彼らから質問がくるのです。逆を

言えば、質問がこない教え方はだめだと

思う。「あの作業のやり方がわかりませんで

した、どうすればよかったのですか？」と

会話が始まって、初めて知識や技術が身に

つくというもの。だから私は普段から、生徒

に教える時は「わかりました」ではなく、

「わかりません、教えてください」と言って

もらえるように努力しています。

ー今後の目標について教えてください
　これからの目標は、1年間の学びで即戦

力として送り出せる人材を育てることです。

これまでは短期間の育成が中心でしたが、

より長期のカリキュラムを設け、実践的な

スキルを習得できる環境を整えたいと考え

ています。

　私は、日本の建設業界にとって本当に

必要なのは「プロ」だと考えています。これ

までは技能実習制度の枠内での育成が

主流でしたが、特定技能制度の導入に

より、日本で長く働ける仕組みが整いつつ

あります。それならば、単なる作業員を育て

るのではなく、技能を身につけたプロ

フェッショナルを育成することが重要に

なるはずです。日本の企業も、本音では

「プロの職人がほしい」と思っています。

だからこそ、私は「ベトナムでしっかりと

プロを育て、日本に送り出す」ことが最善

の方法だと考えています。長く働き、現場で

活躍できる人材を育てるために、これから

も全力で取り組んでいきます。

し、即戦力として活躍できるよう準備する

ことを目的としています。

ーなぜベトナムで学校を設立しようと
考えたのですか？
　きっかけは、2011年の東日本大震災でし

た。震災後の復興において、日本の建設業

界は深刻な人手不足に陥り、「このままでは

建設業が立ち行かない」「海外からの人材

確保が必要だ」という声が相次ぎました。

私もその危機感を抱き、海外での人材育成

に踏み出しました。

　それまで日本で大工として働いていまし

たが、海外での人材育成は初めての経験で

した。日本の職人文化は「見て覚える」こと

が基本ですが、海外の人にはこの方法が

必ずしも通用しません。また、言葉や文化の

違いから、日本では当たり前の安全管理や

言葉も通じない異国の地で
建設業の学校をつくる

ー高石学校・日本建設訓練センター
について教えてください
　高石学校・日本建設訓練センターは、

日本の建設業で活躍できる特定技能外国

人や技能実習生を育成するために設立され

た訓練施設です。主にベトナム人の若者を

対象とし、日本の建設現場で求められる

技術や知識、安全管理の基礎を体系的に

指導しています。このセンターは、単に技術

を教えるだけでなく、日本の建設業の文化

や職場でのコミュニケーション能力、チー

ムワークの重要性まで総合的に学べる場と

なっています。特定技能外国人・技能実習

生として日本に渡る前に必要な知識を習得

時間厳守の意識が十分に伝わらないなど、

適切な教育環境の必要性を痛感しました。

そこで、日本に送り出す前にしっかり学べ

る場として、学校を作ることにしたのです。

ーベトナムでの最初の苦労は？
　最初の1～3年は本当に大変でした。私は

日本語しか話せなかったため、現地の人々

と意思疎通ができませんでした。そこで、

知り合いの日本の組合関係者に通訳を

依頼しながら、ベトナムの送り出し機関と

交渉を重ねました。しかし、当時は多くの

送り出し機関は工場や農業向けの研修に

は力を入れていたものの、建設業の教育に

はほとんど取り組んでいなかった。「なぜ

建設業だけ訓練が必要なのか？」と疑問を

持たれ、なかなか協力を得ることができな

かったのです。

　「もう自分でやるしかない」と腹をくくり

ました。送り出し機関に頼るのではなく、

自ら学校を設立し、送り出し機関の生徒を

受け入れる仕組みを作ろうと決意したの

です。倉庫を借り、小規模からのスタートで

した。資金も限られていたため、手持ちの

設備を活用し、最低限の環境で授業を始め

ました。

　学校を設立してからも、授業の進め方や

カリキュラムの作成には試行錯誤の連続で

した。当初は実技を中心に指導していまし

たが、安全管理や基礎知識の重要性を

痛感し、座学の時間を増やしました。そう

した調整を繰り返すうちに、徐々に学校の

形が整っていったのです。

何か問題が起こったら
遠慮せず電話してほしい

ー学校で最も重視していることは何
ですか？
　何よりも安全です。日本の建設業の現場

では、安全管理が徹底されていますが、

海外では必ずしもそうではありません。そこ

で私は、まず教材を自作し、安全教育を

最優先にしました。日本では大きな現場

には必ず「安全の手引き」と呼ばれる

分厚いマニュアルがあります。それを各社

の社内教育で活用しているのです。

　私はこれらを徹底的に読み込み、内容を

理解し、自分の頭にしっかりと入れてきま

した。そうすることで、大手建設企業が

行っている安全教育のエッセンスを把握

し、それをわかりやすく解読した教材を
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VoiceJAC活動レポート

　外国人就労者の安全を守るために、JACが2024年に開始した「JACオンライン特別教育」
と、2025年から展開を始めた「JAC技能講習」。言葉の壁を越え、誰もが等しく安全衛生教育を
受けられる環境を目指すこの支援事業の背景には、長年にわたり建設業の外国人材に携わって
きた竹内さんの思いがありました。立ち上げに至るまでの苦労や、今後の展望について伺い
ました。

帰った」と言えるようにしてあげたい。

そんな思いで取り組んでいます。

ーこうした教育が、企業側の意識にも
影響を与えていると感じますか？
　はい、少しずつ影響は出てきていると

感じます。ただ、多くの経営者が、安全衛生

教育の重要性を現場に十分に伝えられて

いないような気がします。実際、実技を教え

られない企業の方から問合せが来ます。

そこで私たちは、動画教材で「教え方」

そのものも伝えようとしています。「外国

人に安全衛生教育をする」とは、「自分の

現場の安全を守る」ことです。経営者が

少しその意識を変えれば、現場の意識も

変わります。また、生活習慣や宗教への

配慮など、外国人への小さな気づきや敬意

の積み重ねも重要です。より良いチーム

ワークと安全な現場を築いていく、その

経験を日本からアジアへ、世界へと広げて

いくのが、私たちJACの思いです。

指導を通じて、日本人自身の教育にも良い

影響を与えていると感じています。動画を

通じて基本を学び直し、教える側としての

意識を再確認する、“学び直し”のきっかけ

になっているのではないでしょうか。

■ 資格は未来を開く“お土産”
　 経営者にも広がる意識改革

ー「JAC技能講習」についてはいかが
ですか？
　2025年からベトナム語とインドネシア

語で5科目の技能講習を開始しました。

特別教育と違って、技能講習は国家資格

ですから、対面で通訳を付けて実施して

います。講習に付く通訳には、必ず技能

講習の受講経験があることを条件として

います。これは非常に大変な運用ですが、

外国人が日本で安全に働き、さらにその

資格を持って母国に戻っても通用するよう

にするためには、必要な仕組みです。

ー資格取得を強く推進する理由を
教えてください
　彼らは日本で得た資格や知識を母国に

持ち帰り、次の世代に教えてくれるという

考えもあります。安全手順や作業の意味、

日本の施工基準が、自然とその国に広がっ

ていくのです。これは、私たちが「押し

つけ」ではなく「自発的な広がり」を目指し

ているからです。そして私は、こうした資格

や経験が、彼らにとっての“お土産”になる

と考えています。ただ働いて帰るのでは

なく、「日本で得た安全の知識を持って

ため、企業から「どこで資格を取らせれば

いいのか」と相談が相次ぎました。

ー特定技能制度は整っていても、
安全衛生教育を学べる場がなかった？
　そうです。参加人数が10人以上集まら

ないと開講できない、講習は遠方でしか

やっていない、外国語での対応がない。

企業は1人か2人の外国人を受け入れても、

その教育の機会がないのです。そんな

状態が続いて、外国人が現場で事故に巻き

込まれたらどうなるのか。これは命に関わ

る問題です。だからこそ、制度の隙間を埋め

るために「JACで仕組みをつくろう」と動き

出したというわけです。

　私たちが目指したのは、「外国人が、どこ

にいても、母語で、安全衛生教育を受け

られる仕組み」です。それが「JACオン

ライン特別教育」の構想につながりま

した。実現までには丸1年かかりましたが、

必要性を訴え続け、行政にも働きかけて

ようやく了解されたことは、大きな一歩

だったと思います。

■ 翻訳・配信・確認、
　 仕組みを支えるプロ意識

ー「JACオンライン特別教育」には
どんな特徴がありますか？
　最大の特徴は、外国人の母語で学べる

ことです。現在までに英語、ベトナム語、

インドネシア語、カンボジア語、中国語

に翻訳し、今後はタイ語、ミャンマー語、

タガログ語など他言語にも、順次対応する

予定です。オンラインで受講ができるよう

に、テキスト教材の翻訳だけではなく、AI

ナレーションなどの技術を活用しながら、

講習自体も翻訳した動画を提供すること

で、限られた時間で必要な情報を正確に

伝える工夫をしています。

■ 「必要なのに届かない
　 教育」からの出発

ー取り組みを始めたきっかけを教え
てください
　JACが設立された2019年当初から、

私自身、建設現場で働く外国人への安全

衛生教育の必要性を痛感していました。

特定技能制度によって外国人が自由に

働けるようになったのはいいのですが、

就労にあたって必要な資格や特別教育の

受講機会が非常に限られていたのです。

とくに地方では講習そのものが開催され

ないことも多く、言葉の壁も大きかった

ー苦労した点はどんなところですか？
　1科目を作るには、テキスト教材の翻訳、

講習シナリオの作成、ナレーションや字幕

付きの動画制作など、何十もの工程が必要

になります。実際に取り組んでみて、苦労

した点は数え切れません。ナレーションに

はAIも活用しましたが、細かいミスもあり、

何度も修正を重ねる必要がありました。

それでも、命に関わる内容だからこそ、翻訳

は絶対に妥協できない部分です。翻訳者の

地道な努力と技術の進化もあって、今では

とても自然でわかりやすい教材が整って

きています。初めて実施したベトナム語の

講習には12人が参加し、受講後に「とても

よく理解できた」と言ってもらえた時は、

本当にうれしかったです。

ー実技の教え方に関するサポートも
行っているそうですね？
　実技教育は各受入企業が担う必要が

あります。つまり、企業側が「自分たちで

どう教えるか」を考え、実行することが求め

られるのです。実際、現場からは「教え方が

わからない」「どこにポイントを置けばよい

のか不安だ」といった声も多く寄せられ

ました。そこでJACでは、企業向けに「実技

の教え方」を伝える動画コンテンツを用意

しています。この取り組みは、外国人への

安全衛生教育で「日本の安全」を世界へ
“JACオンライン特別教育/JAC技能講習”

外国人への安全衛生教育の知識やノウハウをチームで共有する 安全衛生教育の機会を積極的に使ってほしい

担当者：JAC事業部 竹内

https://anzen.jac-skill.or.jp/

　2025年4月よりホームページをリニューアルしま
した。便利な機能や「よくある質問」も充実していま
すので、ぜひ活用してください。
※受講申込み手続きはパソコンからのみ受付しております。

「JAC安全衛生教育サポート」ホームページで受講申込み受付中

JAC内でも、オンライン特別教育の
受講状況をモニタリング
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ます。また、私が日本に帰った時は、彼らが

働く現場が近いようだったら様子を見に

行くこともあります。一生懸命にがんばって

いる姿を見ると、「本当によかった」と心

からうれしくなりますね。

教え方は「質問がくる」
ようでないとだめ

ー日本の受入企業に育成のアドバ
イスをするなら、どんなことを伝え
ますか？
　一番大事なのは「楽しさ」です。訓練を

受ける生徒たちが「やらされている」と感じ

てしまうと、なかなか身につきません。だか

らこそ、私は学ぶこと自体を楽しめるような

工夫をしています。作業ができるようになる

ことが重要です。また、仕事の流れを覚え

ることも欠かせません。実際の建設現場

では、指示を待つだけでなく、自ら判断して

動く力が求められます。そこで、授業では

現場を想定した実習を取り入れています。

ー学校を運営するなかで課題に感じ
ていることは？
　私が何より問題視するのは、この学校で

学んだ人が日本で失踪してしまうことです。

これは本当に悲しいことです。その背景

には、お金の問題もあるだろうし、知り合い

にそそのかされて別の仕事を選択する

など、いろいろあるようです。でも、一緒に

がんばった生徒だから、心苦しくてなりま

せん。だから、そうならないように、「何か

問題が起こったら連絡をください」と、送り

出す生徒には私の携帯番号を教えてい

作成することができました。これをもとに、

訓練生は学校に入ると、最初の2週間で

徹底的に安全管理を学びます。そして、

危険な作業の回避方法、適切な道具の

使い方、現場のルールを細かく指導して

います。

ー学校での教育の特徴は？
　日本の職人文化は「見て覚える」ですが、

それでは時間がかかります。そこで私は、

体系的に教えることを意識しました。まず、

図面の読み方から指導します。図面を理解

できれば、自分で考えて動けるようになり

ます。次に、工具の使い方や加工の仕方を

実践的に教えます。ただし、単に使い方を

覚えるだけでなく、効率よく作業を進める

方法も伝えます。特に、限られた時間の

なかで正確に作業を行う力を身につける

と自然と楽しくなるので、「まずは簡単な

作業から始めて、できる達成感を積み重ね

る」という流れを大切にしています。

　また、「なぜこの作業をするのか」「何の

ためにこの道具を使うのか」を理解させた

うえで実践させることも重要です。 ただ

「これをやれ」と言うのではなく、作業の

意味を考えながら取り組ませる。そうする

と、自然と彼らから質問がくるのです。逆を

言えば、質問がこない教え方はだめだと

思う。「あの作業のやり方がわかりませんで

した、どうすればよかったのですか？」と

会話が始まって、初めて知識や技術が身に

つくというもの。だから私は普段から、生徒

に教える時は「わかりました」ではなく、

「わかりません、教えてください」と言って

もらえるように努力しています。

ー今後の目標について教えてください
　これからの目標は、1年間の学びで即戦

力として送り出せる人材を育てることです。

これまでは短期間の育成が中心でしたが、

より長期のカリキュラムを設け、実践的な

スキルを習得できる環境を整えたいと考え

ています。

　私は、日本の建設業界にとって本当に

必要なのは「プロ」だと考えています。これ

までは技能実習制度の枠内での育成が

主流でしたが、特定技能制度の導入に

より、日本で長く働ける仕組みが整いつつ

あります。それならば、単なる作業員を育て

るのではなく、技能を身につけたプロ

フェッショナルを育成することが重要に

なるはずです。日本の企業も、本音では

「プロの職人がほしい」と思っています。

だからこそ、私は「ベトナムでしっかりと

プロを育て、日本に送り出す」ことが最善

の方法だと考えています。長く働き、現場で

活躍できる人材を育てるために、これから

も全力で取り組んでいきます。

し、即戦力として活躍できるよう準備する

ことを目的としています。

ーなぜベトナムで学校を設立しようと
考えたのですか？
　きっかけは、2011年の東日本大震災でし

た。震災後の復興において、日本の建設業

界は深刻な人手不足に陥り、「このままでは

建設業が立ち行かない」「海外からの人材

確保が必要だ」という声が相次ぎました。

私もその危機感を抱き、海外での人材育成

に踏み出しました。

　それまで日本で大工として働いていまし

たが、海外での人材育成は初めての経験で

した。日本の職人文化は「見て覚える」こと

が基本ですが、海外の人にはこの方法が

必ずしも通用しません。また、言葉や文化の

違いから、日本では当たり前の安全管理や

言葉も通じない異国の地で
建設業の学校をつくる

ー高石学校・日本建設訓練センター
について教えてください
　高石学校・日本建設訓練センターは、

日本の建設業で活躍できる特定技能外国

人や技能実習生を育成するために設立され

た訓練施設です。主にベトナム人の若者を

対象とし、日本の建設現場で求められる

技術や知識、安全管理の基礎を体系的に

指導しています。このセンターは、単に技術

を教えるだけでなく、日本の建設業の文化

や職場でのコミュニケーション能力、チー

ムワークの重要性まで総合的に学べる場と

なっています。特定技能外国人・技能実習

生として日本に渡る前に必要な知識を習得

時間厳守の意識が十分に伝わらないなど、

適切な教育環境の必要性を痛感しました。

そこで、日本に送り出す前にしっかり学べ

る場として、学校を作ることにしたのです。

ーベトナムでの最初の苦労は？
　最初の1～3年は本当に大変でした。私は

日本語しか話せなかったため、現地の人々

と意思疎通ができませんでした。そこで、

知り合いの日本の組合関係者に通訳を

依頼しながら、ベトナムの送り出し機関と

交渉を重ねました。しかし、当時は多くの

送り出し機関は工場や農業向けの研修に

は力を入れていたものの、建設業の教育に

はほとんど取り組んでいなかった。「なぜ

建設業だけ訓練が必要なのか？」と疑問を

持たれ、なかなか協力を得ることができな

かったのです。

　「もう自分でやるしかない」と腹をくくり

ました。送り出し機関に頼るのではなく、

自ら学校を設立し、送り出し機関の生徒を

受け入れる仕組みを作ろうと決意したの

です。倉庫を借り、小規模からのスタートで

した。資金も限られていたため、手持ちの

設備を活用し、最低限の環境で授業を始め

ました。

　学校を設立してからも、授業の進め方や

カリキュラムの作成には試行錯誤の連続で

した。当初は実技を中心に指導していまし

たが、安全管理や基礎知識の重要性を

痛感し、座学の時間を増やしました。そう

した調整を繰り返すうちに、徐々に学校の

形が整っていったのです。

何か問題が起こったら
遠慮せず電話してほしい

ー学校で最も重視していることは何
ですか？
　何よりも安全です。日本の建設業の現場

では、安全管理が徹底されていますが、

海外では必ずしもそうではありません。そこ

で私は、まず教材を自作し、安全教育を

最優先にしました。日本では大きな現場

には必ず「安全の手引き」と呼ばれる

分厚いマニュアルがあります。それを各社

の社内教育で活用しているのです。

　私はこれらを徹底的に読み込み、内容を

理解し、自分の頭にしっかりと入れてきま

した。そうすることで、大手建設企業が

行っている安全教育のエッセンスを把握

し、それをわかりやすく解読した教材を
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ます。また、私が日本に帰った時は、彼らが

働く現場が近いようだったら様子を見に

行くこともあります。一生懸命にがんばって

いる姿を見ると、「本当によかった」と心

からうれしくなりますね。

教え方は「質問がくる」
ようでないとだめ

ー日本の受入企業に育成のアドバ
イスをするなら、どんなことを伝え
ますか？
　一番大事なのは「楽しさ」です。訓練を

受ける生徒たちが「やらされている」と感じ

てしまうと、なかなか身につきません。だか

らこそ、私は学ぶこと自体を楽しめるような

工夫をしています。作業ができるようになる

ことが重要です。また、仕事の流れを覚え

ることも欠かせません。実際の建設現場

では、指示を待つだけでなく、自ら判断して

動く力が求められます。そこで、授業では

現場を想定した実習を取り入れています。

ー学校を運営するなかで課題に感じ
ていることは？
　私が何より問題視するのは、この学校で

学んだ人が日本で失踪してしまうことです。

これは本当に悲しいことです。その背景

には、お金の問題もあるだろうし、知り合い

にそそのかされて別の仕事を選択する

など、いろいろあるようです。でも、一緒に

がんばった生徒だから、心苦しくてなりま

せん。だから、そうならないように、「何か

問題が起こったら連絡をください」と、送り

出す生徒には私の携帯番号を教えてい

作成することができました。これをもとに、

訓練生は学校に入ると、最初の2週間で

徹底的に安全管理を学びます。そして、

危険な作業の回避方法、適切な道具の

使い方、現場のルールを細かく指導して

います。

ー学校での教育の特徴は？
　日本の職人文化は「見て覚える」ですが、

それでは時間がかかります。そこで私は、

体系的に教えることを意識しました。まず、

図面の読み方から指導します。図面を理解

できれば、自分で考えて動けるようになり

ます。次に、工具の使い方や加工の仕方を

実践的に教えます。ただし、単に使い方を

覚えるだけでなく、効率よく作業を進める

方法も伝えます。特に、限られた時間の

なかで正確に作業を行う力を身につける

と自然と楽しくなるので、「まずは簡単な

作業から始めて、できる達成感を積み重ね

る」という流れを大切にしています。

　また、「なぜこの作業をするのか」「何の

ためにこの道具を使うのか」を理解させた

うえで実践させることも重要です。 ただ

「これをやれ」と言うのではなく、作業の

意味を考えながら取り組ませる。そうする

と、自然と彼らから質問がくるのです。逆を

言えば、質問がこない教え方はだめだと

思う。「あの作業のやり方がわかりませんで

した、どうすればよかったのですか？」と

会話が始まって、初めて知識や技術が身に

つくというもの。だから私は普段から、生徒

に教える時は「わかりました」ではなく、

「わかりません、教えてください」と言って

もらえるように努力しています。

ー今後の目標について教えてください
　これからの目標は、1年間の学びで即戦

力として送り出せる人材を育てることです。

これまでは短期間の育成が中心でしたが、

より長期のカリキュラムを設け、実践的な

スキルを習得できる環境を整えたいと考え

ています。

　私は、日本の建設業界にとって本当に

必要なのは「プロ」だと考えています。これ

までは技能実習制度の枠内での育成が

主流でしたが、特定技能制度の導入に

より、日本で長く働ける仕組みが整いつつ

あります。それならば、単なる作業員を育て

るのではなく、技能を身につけたプロ

フェッショナルを育成することが重要に

なるはずです。日本の企業も、本音では

「プロの職人がほしい」と思っています。

だからこそ、私は「ベトナムでしっかりと

プロを育て、日本に送り出す」ことが最善

の方法だと考えています。長く働き、現場で

活躍できる人材を育てるために、これから

も全力で取り組んでいきます。

し、即戦力として活躍できるよう準備する

ことを目的としています。

ーなぜベトナムで学校を設立しようと
考えたのですか？
　きっかけは、2011年の東日本大震災でし

た。震災後の復興において、日本の建設業

界は深刻な人手不足に陥り、「このままでは

建設業が立ち行かない」「海外からの人材

確保が必要だ」という声が相次ぎました。

私もその危機感を抱き、海外での人材育成

に踏み出しました。

　それまで日本で大工として働いていまし

たが、海外での人材育成は初めての経験で

した。日本の職人文化は「見て覚える」こと

が基本ですが、海外の人にはこの方法が

必ずしも通用しません。また、言葉や文化の

違いから、日本では当たり前の安全管理や

言葉も通じない異国の地で
建設業の学校をつくる

ー高石学校・日本建設訓練センター
について教えてください
　高石学校・日本建設訓練センターは、

日本の建設業で活躍できる特定技能外国

人や技能実習生を育成するために設立され

た訓練施設です。主にベトナム人の若者を

対象とし、日本の建設現場で求められる

技術や知識、安全管理の基礎を体系的に

指導しています。このセンターは、単に技術

を教えるだけでなく、日本の建設業の文化

や職場でのコミュニケーション能力、チー

ムワークの重要性まで総合的に学べる場と

なっています。特定技能外国人・技能実習

生として日本に渡る前に必要な知識を習得

時間厳守の意識が十分に伝わらないなど、

適切な教育環境の必要性を痛感しました。

そこで、日本に送り出す前にしっかり学べ

る場として、学校を作ることにしたのです。

ーベトナムでの最初の苦労は？
　最初の1～3年は本当に大変でした。私は

日本語しか話せなかったため、現地の人々

と意思疎通ができませんでした。そこで、

知り合いの日本の組合関係者に通訳を

依頼しながら、ベトナムの送り出し機関と

交渉を重ねました。しかし、当時は多くの

送り出し機関は工場や農業向けの研修に

は力を入れていたものの、建設業の教育に

はほとんど取り組んでいなかった。「なぜ

建設業だけ訓練が必要なのか？」と疑問を

持たれ、なかなか協力を得ることができな

かったのです。

　「もう自分でやるしかない」と腹をくくり

ました。送り出し機関に頼るのではなく、

自ら学校を設立し、送り出し機関の生徒を

受け入れる仕組みを作ろうと決意したの

です。倉庫を借り、小規模からのスタートで

した。資金も限られていたため、手持ちの

設備を活用し、最低限の環境で授業を始め

ました。

　学校を設立してからも、授業の進め方や

カリキュラムの作成には試行錯誤の連続で

した。当初は実技を中心に指導していまし

たが、安全管理や基礎知識の重要性を

痛感し、座学の時間を増やしました。そう

した調整を繰り返すうちに、徐々に学校の

形が整っていったのです。

何か問題が起こったら
遠慮せず電話してほしい

ー学校で最も重視していることは何
ですか？
　何よりも安全です。日本の建設業の現場

では、安全管理が徹底されていますが、

海外では必ずしもそうではありません。そこ

で私は、まず教材を自作し、安全教育を

最優先にしました。日本では大きな現場

には必ず「安全の手引き」と呼ばれる

分厚いマニュアルがあります。それを各社

の社内教育で活用しているのです。

　私はこれらを徹底的に読み込み、内容を

理解し、自分の頭にしっかりと入れてきま

した。そうすることで、大手建設企業が

行っている安全教育のエッセンスを把握

し、それをわかりやすく解読した教材を

28万4,466人となっています。そのうち、

建設業分野3万8,578人であり、特定技能

1号の在留資格で在留する方が3万8,365

人、特定技能2号の在留資格で在留する方

が213人となっています。

　技能実習制度の在留者の統計時点が

異なるため、単純な合算をしにくいところ

ですが、両者をあわせると、おおむね13万

人の外国人技能労働者が日本で働いてくれ

ていることになります。

（2）雇用状況の届出の産業分野の内訳

　もう一つ別の観点から建設分野で働い

ている外国人の分析をしてみたいと思い

ます。雇用状況の届出については雇用状況

の届出の対象となっている外国人230万

2,587人について、産業別の数と割合が

公表されています（図4）。

　建設業分野で働いている外国人は17万

7,902人で、これは事務職や技術職を含め

た数字です。先の技能実習制度・特定技能

制度での在留者数の数はおおむね技能

労働者の数と一致すると考えると、建設

分野では、約13万人の技能労働者、約4万

8,000人の技術者・事務職として外国人が

働いていることがわかります。

　独立行政法人国際協力機構（JICA）が

行った『2030/40年の外国人との共生

ため、日本全体の派遣労働者数より日本で

働く外国人数の方が多く、外国人雇用の

重要度が日本でますます高まっていること

がうかがえます。

　続いてご注目いただきたいのは、その

増加数です。日本に住んでいる外国人は

2023年12月末に341万992人でしたが、

1年後の2024年12月末には376万8,977

人となり、1年で35万7,985人増加しま

した。また、日本で働いている外国人は

2023年10月末には204万8,675人でし

たが、2024年10月末に230万2,587人と

なり、25万3,912人増加しました。

　それぞれの数字を把握しやすくするため

に都道府県と市区町村の人口と比較すると

図2のようになります。

　日本に住んでいる外国人の全数は、静岡

県の人口約355万人を上回る数字になり

ました。1年で約30万人を超えて増加

しているため、2025年末には400万人

に達する可能性があります。

　日本に住んでいる外国人の増加数で

ある35万7,985人について、匹敵する

規模の地方自治体を見てみると、和歌山県

和歌山市（35万6,729人）や奈良県奈良市

（35万4,630人）で、いずれも県庁所在地

です。

　日本で働いている外国人の増加数で

ある25万3,912人について匹敵する規模

の地方自治体を見てみると、山口県下関市

や徳島県徳島市があります。徳島市につい

ても県庁所在地です。

　このように1年に1つ、県庁所在地級の

都市が増加する速度で日本に住む外国人

が増加しています。

　そして、2022年、2023年、2024年に

増加した外国人数を見てみると100万

8,342人となり、3年で100万人の受入れ

を行っていることがわかります。年平均

33万人の受入れを行っていることに

なります。

　この1年に33万人という規模で見て

みると、2年経過すると静岡県静岡市や

千葉県船橋市、鳥取県、島根県、高知県、

徳島県に匹敵する規模となります。

　『令和6年末現在における在留外国人数

について』によると、日本に住んでいる外国

人は2024年12月末に376万8,977人

になります。また、2025年1月31日に公表

された『「外国人雇用状況」の届出状況

まとめ（令和6年10月末時点）』によれば、

日本で働いている外国人は230万2,587

人で、こちらも過去最高となっています。

　日本に住んでいる外国人と日本で働い

ている外国人の推移をまとめると図１の

とおりです。

　規模を把握しやすくするために日本で

働いている外国人と日本全体の派遣労働

者の数を比較してみます。派遣労働者の

数は『令和4年労働者派遣事業報告書』の

集計結果によれば約215万人となっている

　このように、日本では非常に多くの外国

人が新しく日本に住み、働くことを選択して

いることがわかります。

　では、建設分野ではどの程度の外国人が

働いているのでしょうか。手がかりは、技能

実習・特定技能の在留者数と雇用状況の

届出の産業分野の内訳にあります。

（1）技能実習・特定技能の在留者数

　建設業において建設業務に従事する

ことができる主な在留資格としては、技能

実習および特定技能になります。ですので、

この2つの在留資格を見てみると、建設

分野で技能者として働いている人数を把握

することができます。

 ①技能実習の職種作業別の人数

　技能実習制度における職種・作業別の

人数は、令和5（2023）年12月末時点の

数字が最新の数字となります。

　建設関係については22職種33作業

あわせて9万2,015人となっていて、詳細な

内訳は図3のとおりです。

　技能実習全体の数が40万4,556人で、

技能実習全体の約22.7％を建設業関係が

占めていることがわかります。

 ②特定技能の建設業の人数

　『特定技能制度運用状況（令和6年12月

末）』によれば、2024年12月末時点に

おける特定技能制度での在留者数は

社会の実現に向けた取り組み調査・研究

報告書』によれば、2040年には建設業

全体の外国人労働者数の需要は49万

8,000人になるとされています。現時点

からすると、約2.8倍になる規模です。

ですが、3年で100万人の外国人が新しく

日本に住むことを選択している現状では、

あり得ない数字ではありません。建設分野

では、「外国人材とつくる建設未来賞

（国土交通大臣表彰）」を設け、他分野に

先行して職場における共生の在り方を

考えています。

　さまざまな国から来てくれている外国

人と日本人とがともに建設業を発展させ

ていく、その一歩一歩が積み重なっている

最中であるといえます。

　2025年3月14日に発表された在留外国人数は、2024年末時点で約376.9万人と

過去最多となりました。日本で暮らす外国人の現状や雇用の実態に加え、建設業に

おける外国人雇用の状況についても詳しく見ていきます。

建設業における外国人雇用の状況

　弁護士（東京弁護士会）、入管届出済弁護士、社会保険労務

士。慶應義塾大学大学院法務研究科特任講師、名古屋大学

大学院法学研究科日本法研究教育センター（ベトナム）特任

講師、ハノイ法科大学客員研究員、法律事務所勤務等を経て、

現在、弁護士法人 Global HR Strategy 代表社員弁護士、

独立行政法人国際協力機構国際協力専門員（外国人雇用/

労働関係法令及び出入国管理関係法令）、慶應義塾大学大学

院法務研究科・グローバル法研究所研究員。

建設分野における外国人雇用の
将来

共生の
Hint

杉田 昌平 さん

弁護士法人 Global HR Strategy　
代表社員弁護士

Shohei Sugita

図1　在留外国人数・雇用状況の届出数（筆者作成）

図4　産業別外国人労働者の割合
（出典：厚生労働省『「外国人雇用状況」の届出状況
まとめ【本文】（令和6年10月末時点）』）

図3　職種・作業別人数（出典：入管庁ウェブサイトより）

建設分野の外国人雇用について

日本に住み、働いている外国人

図2　在留外国人数・雇用状況届出数と地方自治体の規模の比較（e-Statより）

★は政令指定都市 ☆は県庁所在地
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ます。また、私が日本に帰った時は、彼らが

働く現場が近いようだったら様子を見に

行くこともあります。一生懸命にがんばって

いる姿を見ると、「本当によかった」と心

からうれしくなりますね。

教え方は「質問がくる」
ようでないとだめ

ー日本の受入企業に育成のアドバ
イスをするなら、どんなことを伝え
ますか？
　一番大事なのは「楽しさ」です。訓練を

受ける生徒たちが「やらされている」と感じ

てしまうと、なかなか身につきません。だか

らこそ、私は学ぶこと自体を楽しめるような

工夫をしています。作業ができるようになる

ことが重要です。また、仕事の流れを覚え

ることも欠かせません。実際の建設現場

では、指示を待つだけでなく、自ら判断して

動く力が求められます。そこで、授業では

現場を想定した実習を取り入れています。

ー学校を運営するなかで課題に感じ
ていることは？
　私が何より問題視するのは、この学校で

学んだ人が日本で失踪してしまうことです。

これは本当に悲しいことです。その背景

には、お金の問題もあるだろうし、知り合い

にそそのかされて別の仕事を選択する

など、いろいろあるようです。でも、一緒に

がんばった生徒だから、心苦しくてなりま

せん。だから、そうならないように、「何か

問題が起こったら連絡をください」と、送り

出す生徒には私の携帯番号を教えてい

作成することができました。これをもとに、

訓練生は学校に入ると、最初の2週間で

徹底的に安全管理を学びます。そして、

危険な作業の回避方法、適切な道具の

使い方、現場のルールを細かく指導して

います。

ー学校での教育の特徴は？
　日本の職人文化は「見て覚える」ですが、

それでは時間がかかります。そこで私は、

体系的に教えることを意識しました。まず、

図面の読み方から指導します。図面を理解

できれば、自分で考えて動けるようになり

ます。次に、工具の使い方や加工の仕方を

実践的に教えます。ただし、単に使い方を

覚えるだけでなく、効率よく作業を進める

方法も伝えます。特に、限られた時間の

なかで正確に作業を行う力を身につける

と自然と楽しくなるので、「まずは簡単な

作業から始めて、できる達成感を積み重ね

る」という流れを大切にしています。

　また、「なぜこの作業をするのか」「何の

ためにこの道具を使うのか」を理解させた

うえで実践させることも重要です。 ただ

「これをやれ」と言うのではなく、作業の

意味を考えながら取り組ませる。そうする

と、自然と彼らから質問がくるのです。逆を

言えば、質問がこない教え方はだめだと

思う。「あの作業のやり方がわかりませんで

した、どうすればよかったのですか？」と

会話が始まって、初めて知識や技術が身に

つくというもの。だから私は普段から、生徒

に教える時は「わかりました」ではなく、

「わかりません、教えてください」と言って

もらえるように努力しています。

ー今後の目標について教えてください
　これからの目標は、1年間の学びで即戦

力として送り出せる人材を育てることです。

これまでは短期間の育成が中心でしたが、

より長期のカリキュラムを設け、実践的な

スキルを習得できる環境を整えたいと考え

ています。

　私は、日本の建設業界にとって本当に

必要なのは「プロ」だと考えています。これ

までは技能実習制度の枠内での育成が

主流でしたが、特定技能制度の導入に

より、日本で長く働ける仕組みが整いつつ

あります。それならば、単なる作業員を育て

るのではなく、技能を身につけたプロ

フェッショナルを育成することが重要に

なるはずです。日本の企業も、本音では

「プロの職人がほしい」と思っています。

だからこそ、私は「ベトナムでしっかりと

プロを育て、日本に送り出す」ことが最善

の方法だと考えています。長く働き、現場で

活躍できる人材を育てるために、これから

も全力で取り組んでいきます。

し、即戦力として活躍できるよう準備する

ことを目的としています。

ーなぜベトナムで学校を設立しようと
考えたのですか？
　きっかけは、2011年の東日本大震災でし

た。震災後の復興において、日本の建設業

界は深刻な人手不足に陥り、「このままでは

建設業が立ち行かない」「海外からの人材

確保が必要だ」という声が相次ぎました。

私もその危機感を抱き、海外での人材育成

に踏み出しました。

　それまで日本で大工として働いていまし

たが、海外での人材育成は初めての経験で

した。日本の職人文化は「見て覚える」こと

が基本ですが、海外の人にはこの方法が

必ずしも通用しません。また、言葉や文化の

違いから、日本では当たり前の安全管理や

言葉も通じない異国の地で
建設業の学校をつくる

ー高石学校・日本建設訓練センター
について教えてください
　高石学校・日本建設訓練センターは、

日本の建設業で活躍できる特定技能外国

人や技能実習生を育成するために設立され

た訓練施設です。主にベトナム人の若者を

対象とし、日本の建設現場で求められる

技術や知識、安全管理の基礎を体系的に

指導しています。このセンターは、単に技術

を教えるだけでなく、日本の建設業の文化

や職場でのコミュニケーション能力、チー

ムワークの重要性まで総合的に学べる場と

なっています。特定技能外国人・技能実習

生として日本に渡る前に必要な知識を習得

時間厳守の意識が十分に伝わらないなど、

適切な教育環境の必要性を痛感しました。

そこで、日本に送り出す前にしっかり学べ

る場として、学校を作ることにしたのです。

ーベトナムでの最初の苦労は？
　最初の1～3年は本当に大変でした。私は

日本語しか話せなかったため、現地の人々

と意思疎通ができませんでした。そこで、

知り合いの日本の組合関係者に通訳を

依頼しながら、ベトナムの送り出し機関と

交渉を重ねました。しかし、当時は多くの

送り出し機関は工場や農業向けの研修に

は力を入れていたものの、建設業の教育に

はほとんど取り組んでいなかった。「なぜ

建設業だけ訓練が必要なのか？」と疑問を

持たれ、なかなか協力を得ることができな

かったのです。

　「もう自分でやるしかない」と腹をくくり

ました。送り出し機関に頼るのではなく、

自ら学校を設立し、送り出し機関の生徒を

受け入れる仕組みを作ろうと決意したの

です。倉庫を借り、小規模からのスタートで

した。資金も限られていたため、手持ちの

設備を活用し、最低限の環境で授業を始め

ました。

　学校を設立してからも、授業の進め方や

カリキュラムの作成には試行錯誤の連続で

した。当初は実技を中心に指導していまし

たが、安全管理や基礎知識の重要性を

痛感し、座学の時間を増やしました。そう

した調整を繰り返すうちに、徐々に学校の

形が整っていったのです。

何か問題が起こったら
遠慮せず電話してほしい

ー学校で最も重視していることは何
ですか？
　何よりも安全です。日本の建設業の現場

では、安全管理が徹底されていますが、

海外では必ずしもそうではありません。そこ

で私は、まず教材を自作し、安全教育を

最優先にしました。日本では大きな現場

には必ず「安全の手引き」と呼ばれる

分厚いマニュアルがあります。それを各社

の社内教育で活用しているのです。

　私はこれらを徹底的に読み込み、内容を

理解し、自分の頭にしっかりと入れてきま

した。そうすることで、大手建設企業が

行っている安全教育のエッセンスを把握

し、それをわかりやすく解読した教材を
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“果物の王様”が誇る、濃厚な甘みとクリーミーな食感

Ideabook

Durian

親睦の
アイデア帳

　海外には日本であまり知られていない魅力がたくさんあります。外国

人と上手く付き合うアイデアとして、アジアを中心とした国々で子ども

の頃から親しまれているカルチャーや料理などを紹介していきます。

　「果物の王様」と称されるドリアンは、その強烈な香りと独特

の味わいで、東南アジアを中心に長年親しまれてきました。

特にタイ、マレーシア、インドネシアなどでは、シーズンになると

市場に山積みされ、屋台でも気軽に買える人気の果物です。

　ドリアンの特徴といえば、何といってもその強烈な香り。

熟したドリアンは腐った玉ねぎやネギのような硫黄臭がすると

いわれ、ホテルや公共交通機関に持ち込み禁止の場所がある

ほどですが、一度ハマると「濃厚なカスタードクリームのような

甘さ」に魅了される人も多いのだとか。

　東南アジアではそのまま食べるのはもちろん、アイスクリーム

やケーキ、シェイクなどのスイーツにも加工され、親しまれて

います。インドネシアのファストフード店では、ドリアン風味の

揚げポテトが販売されていることもあり、その人気の高さが

うかがえます。

　また、ドリアン専門店を訪れた観光客のなかには、香りに

圧倒されて入店をためらうこともあるそうです。しかし、ひと口

食べると「意外とおいしい！」と驚き、気づけば夢中で食べて

しまうことも。最初の印象とは異なり、クセになる味わいがある

のがドリアンの魅力かもしれません。

　最近では、日本の一部のスーパーやアジア食品店でも手に

入るようになりました。もし見かけたら、ぜひお試しを。外国人

との会話のきっかけにしてみてはいかがでしょうか？

東南アジアの「夏の味覚」

Durian［ ドリアン ］
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ナグドゥンガトンネル｜ネパール
　ネパールの首都カトマンズと主要都市を結ぶナグドゥンガトンネル。現在建設中で、工事が順調に進めば2025年9月半ば頃に開通予定

です。長さ2.69km、接続路を含め総延長5.6kmにおよぶ、ネパール初の本格的な道路トンネルであり、物流と人々の命を支える新たな動脈

として期待されています。大型トラックが行き交う二車線の山道は、慢性的な渋滞と雨季の土砂崩れによる通行止めに悩まされてきました。

トンネル開通により、20～60分かかっていた道のりが5～7分に短縮され、物流効率が飛躍的に向上。経済活動にも大きく貢献します。

　現場では、最盛期には20人ほどの日本人技術者が、約800人のネパール人技能者を指導し、安全管理や段取り、時間厳守を根気強く伝え

ました。事務所の壁には神棚も設置され、日本式の安全意識と文化が根づき始めています。株式会社安藤・間の現地担当、ネパール人の

カドカ・マダンさんによれば、当初は保護具着用すらとまどっていたものの、「ここ数年で日本式のやり方に近づいてきたと感じます。安全

意識や工程管理など、確実に変わってきています」と、現場の成長に手応えを語りました。大規模な岩盤の変位や地元住民の要望など、工事

は困難の連続ですが、現地スタッフと日本人技術者が力を合わせ、着実に前進しています。 記事監修・写真提供：株式会社安藤・間

安全と技術を根づかせて

ネパールの主要都市を結ぶ新動脈

Nagdhunga tunnel

Kathmandu
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▲ 外国人材育成賞
　株式会社手塚工務店

▲ 外国人材育成賞
　日本興志株式会社

　「外国人材とつくる建設未来賞（国土
交通大臣表彰）」の授賞式が2024年
12月24日に開催されました。技能や
コミュニケーションスキルの習得が顕著
な特定技能外国人、その育成に尽力され
た企業、また外国人材との接点を契機に
新たな事業展開をされた企業の活動を
表彰するものです。2023年度に続き、
外国人材との共生社会の実現を目指
した取組みが評価されました。

JAC NOW #4 

2024年12月24日 東京都内にて

「事業展開賞」では、外国人技能者が日本での

キャリアを継続できるようサポートする支援

の一環として、多言語対応技能センターの

設立などに取り組む企業が高く評価されま

した。そのほか、受入企業の外国人材育成に

貢献した2団体には「審査委員長特別賞」が

授与されています。

　授賞式では、受賞企業の代表が登壇し、

それぞれの取組みについて発表。「外国人材が

安心して働ける仕組みをつくることが、日本の

建設業界全体の発展につながる」との意見が

多く聞かれ、今後の展開に向けた意気込みも

語られました。

　2024年度は、特定技能外国人6人が優秀

外国人建設技能者賞を受賞したほか、特定

技能外国人の育成と処遇改善に取り組む

企業、新たな事業展開を行った企業など6社と

2団体が表彰されました。当日は、多くの関係

者が見守るなか、式典が執り行われました。

　「外国人材育成賞」を受賞した企業の一例と

して、外国人技能者が安心して働けるよう、

資格取得制度を整備し、スキルアップを支援

する企業が挙げられます。具体的には、実務に

直結する資格試験の受験サポートや日本語

教育の充実を図り、外国人技能者が長期的に

成長できる環境を提供しています。また、

特定技能外国人6人をはじめ、6社・2団体が受賞

▲ 外国人材育成賞&事業展開賞
　株式会社高知丸高

▲ 審査委員長特別賞
　一般財団法人 戸田みらい基金
　（戸田建設株式会社）

▲ 外国人材育成賞
　矢島鉄筋工業株式会社

▲ 事業展開賞
　株式会社森建設

▲ 外国人材育成賞
　株式会社タカラ

▲ 審査委員長特別賞
　株式会社竹中工務店及び竹和会
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※写真はイメージです。

優秀な外国人材の採用・育成を
トータルに支援！

研修・講習サポート 　JACは、受入企業の皆さまのご要望にお応えし、支援事業を正会員

団体傘下の建設企業ならびにJAC賛助会員向けに提供しております。

JACは、正会員団体の研修・講習の企画や費用を原則として全面的にサポー

トいたします。

(1)教育訓練

JACでは、特定技能外国人が建設業界において中長期的に活躍できるよう、下記の2つに
注力して取組んでいます。

受入企業のお役立ち支援！

特定技能外国人のスキルアップに
資する講習・研修実施支援

特定技能外国人にとって
働きやすい職場づくり支援

　「受入れ後講習」は、在留資格「特定技能」として、建設分野での就労をスタートさせる外国人のために、一般財団法人

国際建設技能振興機構（FITS）が実施しています。国土交通大臣から建設特定技能受入計画の認定を受けた受入企業は、

特定技能外国人の受入れ後、原則6カ月以内に、特定技能外国人にこの講習を受講させることが義務付けられています。

　「受入れ後講習」は建設分野の特定技能外国人が、自分たちに関わる受入れや保護の仕組みを理解することが目的です。

「受入れ後講習」で入社後の特定技能外国人をサポート
制度理解を深める

いま、特定技能外国人を雇用している受入企業さまへ

　就労中の特定技能外国人向けに、各職種の正会員団体が、技能検定2級相当の
技能研修でスキルアップをサポートし、特定技能2号を目指す方のステップアップ
を後押しします。

※この支援事業は、厚生労働省の建設労働者技能実習コースを受講し、中小企業建設事業主として経費助成を受けた場合を対象とし、
当該助成経費部分を除きJACが負担するものです。

特定技能外国人を雇用予定の受入企業さまへ

　特定技能として就労を希望する外国人に対して、各職種の正会員団体

が、基本的な技能に関する研修･講習を実施し、技能の習得をサポートし

ます。基本的な技能を身につけてもらうので安心して雇用できます。

1. 基礎教育のサポート

　特定技能として就労を希望する外国人に対して、各職種の正会員

団体が、職種説明、募集・面談のサポートをします。外国人自らが業務

内容を事前に理解することで、スムーズに職場に入ることができ、

受入企業と外国人のミスマッチを防ぎます。

2. 採用活動のサポート

1. スキルアップ技能研修でサポート

　就労中の特定技能外国人および将来特定技能外国人として雇用する予定の
ある技能実習生に対して、特別教育・技能講習等を受講させ資格を取得させた
場合に、かかった費用の一部をJACが負担いたします。

2. 特別教育・技能講習等でサポート

受入企業から直接申請 申請資料、申請方法の詳しい情報はこちらをご覧ください。
https://jac-skill.or.jp/support-service/special-course.php CHECK!!CHECK!!

①日本語講座
日本語のレベルアップ
を目指す無料講座
　特定技能外国人が無料で受講

できる日本語講座です。日曜日

に開催する対面授業コースや、

平日や日曜のオンラインコース、

建設現場で使える日本語を学ぶ

コースなど、受講者に合わせた

各種コースを用意。受入企業の

技能実習生も対象となります。

②一時帰国支援
特定技能外国人
1人5万円を支援
　JACでは外国人の一時帰国に

かかる費用を一定額支援して

おり、今年度からさまざまな要件

を緩和します。支援金は1人につき

5万円（1人1回限り）。1号に加え、

受入企業の２号特定技能外国人も

対象とします。※令和5年4月1日以降

対象とします。

詳細はこちら 詳細はこちら

詳細はこちら 詳細はこちら

③CCUS手数料支援
CCUS手数料を全額支援
申請はこちら！
　特定技能外国人の受入には

建設キャリアアップシステム

（CCUS）への事業者登録など

が必要です。JACでは事業者の

管理者ID利用料と、能力評価

手数料を全額支援しています。

※令和5年度手数料分から対象と

します。

④補償制度
万が一の時に
無料で使える「労災上乗せ補償」
　受入企業が特定技能外国

人に対して、規程に従い給付

した見舞金に相当する金額

は、JACが加入する保険

契約に基づき、受入企業から

保険会社へ保険金請求が

可能です。

0120-220353（無料）
月～金（土日祝日・年末年始除く） 
9時00分～17時30分
nippongo@jac-skill.or.jp

0120-220353（無料）
月～金（土日祝日・年末年始除く） 
9時00分～17時30分

日本語講座
についての
お問合せ

0120-056-045（無料）
月～金（土日祝日・年末年始除く） 
9時00分～17時30分
ichijikikoku@i-rac.co.jp

一時帰国支援
についての
お問合せ

0120-514-049（無料）
月～金（土日祝日・年末年始除く） 
9時00分～17時30分
jac-hosho@inss.jp

補償制度
についての
お問合せ

CCUS
手数料支援
についての
お問合せ

https://jac-skill.or.jp/support-service/
詳しくはJACのホームページをご覧ください。

詳
細
は
こ
ち
ら

CHECK!!
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参加要件と受講対象

　オンラインで受講ができます。受講には、受講人数分のパソコン
と日本人担当者の立会が必要です。登録教習機関より修了証が
発行されます。

　JACが提携する全国の教習所で、言語別に学科と実技の技能
講習を受講できます。教習所より修了証が発行されます。

受講無料・母国語対応で、建設業で働く外国人の
ためのJACオンライン特別教育とJAC技能講習

⑤JAC安全衛生教育サポート

　JACの支援事業として、特定技能外国人などが母国語で受講できる安全

衛生教育を提供しています。

1号特定技能外国人の受入負担金を納付している 特定技能1号の方、または特定技能1号に移行
する意志のある技能実習生の方

JAC安全衛生教育窓口 （無料）
お問合せ先

anzen@jac-skill.or.jp専用問合せメールアドレス

0120-36-5378
月～金（土日祝日・年末年始除く） 8時30分～17時00分

受講申込み手続きはパソコン
からのみ受付しております。

  JAC
オンライン特別教育

   JAC
技能講習

提供中のラインナップ 提供中のラインナップ

2025年4月時点

令和7年度受付開始

・フルハーネス型安全帯使用作業特別教育
・足場の組立等の業務に係る特別教育
・新規入職者安全衛生教育
・自由研削砥石特別教育
・丸のこ取り扱い従事者教育
・酸素欠乏・硫化水素危険作業特別教育
・有機溶剤取り扱い従事者教育

・車両系建設機械運転技能講習（3t以上）
・玉掛け技能講習（1t以上）
・小型移動式クレーン運転技能講習（5t未満）
・フォークリフト運転技能講習
・高所作業車運転技能講習（10ｍ以上）

随時受付
毎週
開催中

募集中のコースは
「受講講習検索」に
表示されます

受講について
「よくある質問」
受講について
「よくある質問」

JACホームページ(https://jac-skill.or.jp/)から開催日程を確認のうえ、オンラインでお申込みください。

JACホームページの
リンクボタンをクリック

1

3

2

4

　はい、参加要件と受講対象を満たしていれば、受講料は無料

です。ただし、技能講習を受講される場合、受講のための交通費・

宿泊費はご負担ください。なお、 JACでは、宿泊先の斡旋、交通等

の案内は行っておりません。

選択する

クリックで
募集中の
コースを表示

JAC安全衛生教育

OK

https://anzen.jac-skill.or.jp/

CHECK!!

無料で受講できる？

　1企業あたりの人数制限は設けておりませんので、各講習の定員

内であれば、何名でも申込みいただけます。

人数制限は？

　オンライン特別教育はベトナム語、インドネシア語、英語、クメー

ル語、中国語（簡体）で提供中。技能講習はベトナム語、インドネシア

語のみ提供中。対応言語は順次増やしてまいります。外国人向けの

日本語での講習は実施しておりません。

受講できる言語は？

　JACオンライン特別教育・JAC技能講習のホームページの

「受講申込みフォーム」から受講申込みができます。特別教育と

技能講習とでは、フォーム・申込みの流れ・申込みに必要な書類

が異なります。

申込み方法は？

　受講できる科目は、提供中のラインナップをご覧ください。講習

科目は順次増やしてまいります。

受講できる科目は？

　はい、特定技能1号の方だけでなく、特定技能1号に移行意志の

ある技能実習1～3号の方も受講対象です。

　ただし、受入企業は、1号特定技能外国人の受入負担金を支払っ

ている必要があります。日本人向けの講習は実施しておりません。

技能実習生は受講できる？

　JACオンライン特別教育・JAC技能講習のホームページをご覧

ください。受講申込みフォームの「受講講習検索」に表示されるコー

スが、募集中となります。

開催日程は？
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information
コールセンターからのご案内

?

　差し戻しの際は、地方整備局で補正項目以外は修正
できない（編集ロック）状態で企業に戻します。補正項目
以外を変更したい場合は、提出している変更申請が認定
されるまで待つか、審査を担当する地方整備局へ、追加
で変更したい項目について相談が必要です。審査担当者
により編集ロックが解除されれば、追加での修正が可能
となります。

Q 差し戻しがあったが、補正項目以外も修正
したい

　補正指示の項目が「変更申請」の項目ではない可能性も
あります。「変更届出」に入り確認し、「変更届出」でも
修正できなければ、地方整備局にて編集ロックをかけて
いる可能性があります。審査を担当する地方整備局へ
操作できない旨ご相談ください。

Q 差し戻し項目なのに、編集ボタンを押しても
グレーアウトしている。チェックボックスにも
　　が付けられない

企業情報の画面で
編集ボタンは押しましたか
（編集ボタンがなければ　　へ） 編集ボタンを押してください

差戻項目以外は編集できません
（認定後に申請or地方整備局に相談）

申請の種類は何ですか

編集ロックがかっているかも
管轄地方整備局にロック解除を依頼してください

変更届出の項目ですか

変更届出から操作してください

差戻項目(指摘項目)ですか

　新規申請や変更申請でアップロードしたファイルは削除ボタンが表示されますが、一度
認定が下りたファイルは削除できる仕様ではありません。最新のファイルであることがわかる
ファイル名をつけ、追加ファイルとしてアップロードします。
　変更届出でアップロードしたファイルは、変更内容を確定後はすぐに認定計画に反映さ
れるため、確定後のファイル削除はできません。

Q 古いファイルが削除できない

START

変更操作確認フロー

外国人就労管理システムでの
変更操作について

　外国人就労管理システムでの変更申請や、差し戻しの際に、操作したい箇所
の編集ができないと思ったことはありませんか？ヘルプデスクにも多くお問合せ
をいただいているため、操作できない時のパターンについて解説します。

　はつけましたか
（　　がある場合は　　へ）YES

変更申請画面のチェックボックスに　　が入れば変更
申請で修正可能です。

Q 変更申請か変更届出か、どちらから修正
するのかわからない

　 をつけて編集できるか
確認してください

NO

NO

NO

NO

YES

YES

YES

YES

YES

新規申請 変更申請

● 「変更箇所早見表」はこちら
https://jac-skill.or.jp/howto/3-05/04.php

Q 修正したい項目が、変更申請・変更届出
どちらもグレーアウトしていて修正でき
ない

　一部の項目は、認定後は修正できないものもあり
ます。申請時に誤った情報で認定が下りてしまった
場合は、管轄の地方整備局へご相談ください。
　認定後に修正できない項目の一覧は、下記Web
サイトに記載のリンク資料「変更箇所早見表」を
ご確認ください。
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やさしい日本語で伝えてみよう！「残業のお願いのしかた」

Bridge
架け橋

　やさしい日本語とは、簡単でわかりやすいように配慮された日本語

のことです。最初は難しく感じるかもしれませんが、取り組んでいく

うちに、良い変化が見られるようになります。ぜひ、取り入れてみてくだ

さいね。

はっきり、さいごまで、

みじかく、の最初の文字

をとって、「はさみの

法則」と覚えよう！

「は・さ・み」
残
業
し
て

ほ
し
い
で
す
！

み
じ
か
い
文
章
に
す
る

みPoint
ボソ

そ
の
ぉ・・
・
あ
の
ぉ・・
・

ボソ

ボソ

忙
し
い
ん
だ
け
ど
ぉ
・・・

そ
の
ぉ
・・・
あ
の
ぉ
・・・

は
っ
き
り
と
、

ゆ
っ
く
り
話
す

忙
し
い
か
ら

手
伝
っ
て
く
だ
さ
い

さ
い
ご（
文
末
）ま
で

言
葉
で
言
い
切
る

さ

お
つ
か
れ
さ
ま
で
す
!

ま
た
、あ
し
た
〜

お
つ
か
れ
さ
ま
で
す
!

ま
た
、あ
し
た
〜

今
日
は
忙
し
い
ん
だ
よ

な
ぁ
・・・

今
日
も
忙
し
い
ん
だ
よ

な
ぁ
・・・

あ
り
が
と
う
！

わ
か
り
ま
し
た
！

残
業
し
て

ほ
し
い
で
す
！

手
伝
っ
て

く
だ
さ
い
！

そ
う
で
す
か
！

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
‼

ハキ

ハキ今
日
は
ぁ
・・・

ボソ

ボソ
忙
し
い
ん
だ
け
ど
ぉ
・・・

そ
の
ぉ
・・・
あ
の
ぉ
・・・

は

早口や、もごもご話すのは×

や
さ
し
い
日
本
語
の
習
得
後

※お問合せ内容により、携帯電話番号宛にショートメッセージサービス（SMS）を利用したご案内を行う場合があります。その場合、メッセージの受信料はかかりません。
　[6] [#] をプッシュいただくと、携帯電話からおかけいただいた方にはSMSおよび音声ガイダンスにて専用窓口の電話番号をお知らせいたします。
　それ以外の方には音声ガイダンスにて専用窓口の電話番号をお知らせいたします。

お電話する前に
　お電話をかけられる際は、スムーズなご案内のため可能な限りご協力ください。
　企業の状況や申請に関することは、受入企業の担当者・代理権を有する弁護士・行政書士の方からのお問合せ
をお願いいたします。
　外国人就労管理システムの資料を一緒にご覧いただきたいため、システムを見られる状態でお問合せください。
　請求書に関するお問合せにつきましては、お手元に請求書をご準備いただき、システムを見られる状態で
お問合せください。
　日本国内からは、専用ダイヤル（無料）でおかけいただけます。お気軽にご質問、ご相談ください。

お電話での
お問合せに
ついて

専用ダイヤル（無料）をご利用いただけない方 03-6453-0220
平日 9:00～17:30 土日祝休み
※電話番号をお確かめのうえ、お間違えのないようお願いいたします。

0120-220353（無料）

0 # 特定技能外国人制度の変更点について
特定技能外国人制度の変更点に関するお問合せ

外国人就労管理システムの操作方法について
受入企業様による外国人就労管理システムの操作方法に関するお問合せ1 #

試験について
建設分野特定技能１号評価試験に関するお問合せ2 #

仕事を探している人
求職に関するお問合せ3 #

入会について
JACへの入会方法、年会費と受入負担金についてのお問合せ4 #

特定技能の職種と業務について
特定技能外国人が就労可能な職種と業務に関するお問合せ5 #

その他
上記7項目以外のお問合せ7 #

一時帰国支援制度について
一時帰国支援制度に関するお問合せ6 #

お問合せ内容選択

ホームページからの
お問合せはこちら

https://jac-skill.or.jp/form/inquiry.php

自動音声がお受けいたしますので、お問合せ内容に応じて[ダイヤルキー] と [#] を押してください。
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